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京
都
に
暮
ら
し
始
め
て
15
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
街
は
観
光
地
だ
け
あ
っ
て
３
６
５

日
い
つ
も
ど
こ
か
に
ハ
レ
の
気
配
が
あ
り
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
旅
人
の
高
揚
感
、

旅
情
成
分
が
染
み
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

中
心
部
を
南
北
に
流
れ
る
鴨
川
も
、
草
が

す
っ
き
り
刈
ら
れ
て
い
て
ゴ
ミ
箱
か
ら
ト
イ

レ
ま
で
管
理
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。
遊
び

に
き
た
人
も
住
ん
で
い
る
人
も
誰
も
が
等
し

く
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
場
、
ひ

た
す
ら
平
和
な
時
間
が
流
れ
る
場
所
で
す
。　

京
都
市
内
、
北
部
へ
足
を
伸
ば
す
と
き
の

玄
関
口
が
叡え

い

山ざ
ん

電で
ん

鉄て
つ

・
出で

町ま
ち

柳や
な
ぎ

駅え
き

で
す
。

鴨
川
の
上
流
、
賀か

茂も

川が
わ

と
高た

か

野の

川が
わ

が
交
わ

る
通
称
「
デ
ル
タ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
場
所

か
ら
二
本
の
路
線
が
伸
び
て
い
る
。
曽
祖
母

の
代
か
ら
の
無
類
の
お
出
か
け
、
乗
り
物
好

き
の
私
は
、
京
都
に
来
て
か
ら
こ
の
叡
山
電

車
＝「
え
い
で
ん
」の
魅
力
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
古
い
の
か
ら
新
し
い
の
ま
で
様
々
な
デ

ザ
イ
ン
の
車
両
が
あ
り
、
人
柄
な
ら
ぬ
、
電

車
柄
が
感
じ
ら
れ
る
の
が
愛
お
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。
今
日
は
ど
の
子
に
乗
れ
る
だ
ろ

う
か
？　

と
改
札
を
通
る
前
か
ら
わ
く
わ
く
。

い
ち
推
し
は
展
望
列
車
の
「
き
ら
ら
」
で

す
。
サ
ン
ル
ー
ム
み
た
い
な
大
き
な
窓
向
き

に
座
席
が
配
置
さ
れ
、
景
色
を
存
分
に
楽
し

め
る
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
見
る
か
ら
に

特
別
仕
様
な
の
に
通
常
料
金
で
乗
る
こ
と
が

で
き
る
。
沿
線
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
日
常

の
足
と
い
う
こ
と
で
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。

お
す
す
め
は
、
鞍く

ら

馬ま

線せ
ん

だ
と
、
市
原
〜
二

ノ
瀬
間
の
も
み
じ
の
ト
ン
ネ
ル
、
ま
た
二
ノ

瀬
駅
か
ら
徒
歩
７
分
ほ
ど
の
春
と
秋
の
み
限

定
公
開
さ
れ
る
白は

く

龍り
ゅ
う

園え
ん

と
い
う
お
庭
も
静

か
で
落
ち
着
く
い
い
場
所
で
す
。
所
有
者
の

社
員
家
族
さ
ん
た
ち
が
地
元
の
方
の
協
力
を

得
て
ゼ
ロ
か
ら
造
園
、
お
手
入
れ
を
し
て
お

ら
れ
る
の
だ
そ
う
。
東

あ
ず
ま

屋や

か
ら
お
庭
を
眺
め

る
と
、
額
縁
効
果
で
木
々
の
美
し
さ
が
よ
り

際
立
ち
ま
す
。

秋
の
描
写
で
「
燃
え
る
」
と
も
言
い
ま
す

が
、
こ
の
路
線
こ
そ
、
燃
え
る
路
線
、
季
節

を
堪
能
で
き
る
線
路
で
は
な
い
か
な
。

終
点
の
鞍
馬
に
は
駅
に
大
き
な
天
狗
像
が

あ
り
ま
す
。
う
ち
の
息
子
は
幼
少
期
、
悪
さ

を
し
た
ら
こ
の
天
狗
が
山
か
ら
迎
え
に
く
る

と
思
っ
て
お
び
え
て
い
ま
し
た
。
母
と
し
て

非
日
常
へ
の
あ
わ
い
を
ゆ
く

本
上
ま
な
み

イラスト・岡林玲
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ま
で
も
、
闇
に
浮
か
び
上
が
る
松
明
の
炎
が

心
に
残
る
。
大
好
き
な
小
説
で
す
。

そ
の
ひ
と
つ
手
前
の
貴き

船ぶ
ね

口ぐ
ち

に
は
、
水
を

祀
る
貴
船
神
社
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
映
画

『
リ
バ
ー
、
流
れ
な
い
で
よ
』
の
舞
台
に
な

り
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

２
分
き
っ
か
り
で
時
間
が
元
に
戻
っ
ち
ゃ
う

と
い
う
タ
イ
ム
ル
ー
プ
コ
メ
デ
ィ
で
、
私
も

旅
館
の
女
将
役
で
出
演
し
て
、
実
際
に
演
じ

な
が
ら
不
思
議
時
間
を
堪
能
し
ま
し
た
。
晩

秋
、
と
思
っ
て
い
て
も
油
断
し
て
い
る
と
雪

が
ち
ら
つ
く
。
京
都
の
奥
座
敷
と
言
わ
れ
る

貴
船
の
、
冬
景
色
を
堪
能
で
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

貴
船
も
鞍
馬
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
神
秘
的
な
場

所
な
ん
で
す
よ
ね
。

え
い
で
ん
は
、
日
常
と
非
日
常
を
つ
な
ぐ

電
車
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
、
思
春
期
真ま

っ

盛さ
か

り
、
な
ま
い
き
言
う
今
こ

そ
迎
え
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
り

も
し
て
い
る
の
で
す
が
。

山
腹
に
広
が
る
鞍く

ら

馬ま

寺で
ら

は
、
御
所
の
北
東

に
位
置
し
、
鬼き

門も
ん

封ふ
う

じ
の
た
め
に
建
立
さ
れ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
健
脚
向

き
で
は
あ
り
ま
す
が
見
ど
こ
ろ
が
多
く
、
10

月
に
あ
る
鞍
馬
の
火
祭
り
も
有
名
。
森
見
登

美
彦
さ
ん
の
小
説
『
夜
行
』
に
は
、
こ
の
火

祭
り
の
夜
が
幻
想
的
に
描
か
れ
、
読
後
い
つ◎日本民営鉄道協会とは？

1967 年に社団法人として設立、2012 年 4月 1 日付で一般社団法人に移
行、72 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
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典
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／
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島
晴
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角
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彩
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季
節
の
鉄
道
も
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が
た
り

非
日
常
へ
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あ
わ
い
を
ゆ
く
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ま
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み
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共
創
の
プ
ラッ
ト
フォ
ーム
と
し
て
の
都
市
と
鉄
道
：

新
生「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」が
描
く
歴
史
の
連
続
性
と

「
グレ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」構
想

●�

大
阪
公
立
大
学 
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市
科
学
・
防
災
研
究
セ
ン
タ
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客
員
教
授�

大
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術
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デ
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イ
ン
学
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客
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教
授
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邦
浩

0204

M
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eport

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社

ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
建
設
の
一
体
化
で
沿
線
が
発
展

2
0
5
0
年
ビ
ジョン
で

未
来
を
見
据
え
た

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

●
経
営
企
画
部
経
営
戦
略
課
主
任
　
川
村
実
優

●
経
営
企
画
部
経
営
戦
略
課
長
　
田
代
圭
佑

み
ん
て
つ
イ
ン
フォ
メ
ー
ション

日
本
民
営
鉄
道
協
会
の
M
V
V
お
よ
び
ロゴマ
ー
ク
が
決
定
!!

時
事
地
域
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
6
@
富
山
に
参
加
!!

　

～
富
山
県
の
持
続
可
能
な
地
域
交
通
を
目
指
し
て
～

2
0
2
6
年
度 

人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
開
催（
7
月
28
日
、30
日
）

『
地
方
民
鉄 

旅
ガ
イ
ド
～
ふ
る
さ
と
鉄
道
の
旅
～
』

　
（
2
0
2
6
年
度
版
）を
無
料
配
布
中
!!

連
載
50　

地
方
民
鉄
紀
行

富
山
地
方
鉄
道
株
式
会
社

連
載
17　

民
営
鉄
道
の
起
源
を
訪
ね
て
︱
鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

千
葉
県  

小
湊
鐵
道
小
湊
鉄
道
線 

●
日
本
宗
教
史
研
究
家
　
渋
谷
申
博

22262830※
本
号
の
取
材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
社
名・肩
書
き
は
取
材
時（
2
0
2
6
年
7
・
8
月
）の
も
の
で
す
。

ほ
ん
じ
ょ
う 

ま
な
み

俳
優
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
幅
広
い
分
野
で
活
動
す
る
。
暮
ら
し
、
旅
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

執
筆
活
動
に
も
定
評
が
あ
る
。
著
書
に
『
み
ん
な
大
き
く
な
っ
た
よ
』

『
一
泊
な
の
に
こ
の
荷
物
！
』
な
ど
。
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本
稿
は
、
次
世
代
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者

の
役
割
を
「
共
創
環
境
の
構
築
」
と
い
う
視

点
か
ら
考
察
す
る
。
２
０
２
６
年
に
始
動
し

た
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
推
進
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
事
例
と
し
、
都
心
部
で
醸
成
さ

れ
た
熱
量
が
沿
線
全
体
へ
と
波
及
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
通
じ
、
歴
史
の
連
続
性
と
社
会

実
験
が
融
合
し
た
新
た
な
都
市
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
雛
形
を
示
す
。

は
じ
め
に

２
０
２
６
年
４
月
、
日
本
の
純
民
間
資
本

の
鉄
道
会
社
と
し
て
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ

南
海
電
気
鉄
道
は
、
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会

社
と
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
に
分
社
化
し

て
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
始
動

し
た
。
こ
れ
は
単
な
る
組
織
再
編
で
は
な

く
、
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
中
核
と
し
な
が
ら
次

世
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
牽
引
す
る
た
め
の
布

石
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
」
が
展
開
す
る
「
共
創
環
境
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
事
例
に
、
都
心
の
熱
量
が

い
か
に
沿
線
へ
波
及
し
、
豊
か
な
都
市
文
化

を
育
む
の
か
を
考
察
す
る
。

第
１
章 「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」へ
の
軌
跡

南
海
電
鉄
の
歴
史
は
、
１
８
８
５
（
明
治

18
）
年
の
阪は

ん

堺か
い

鉄
道
開
業
に
遡
る
。
以
来
、

難
波
を
起
点
と
し
て
大
阪
の
発
展
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
。
そ
の
軌
跡
は
単
な
る
交
通
網

の
形
成
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
明
治
期
に
お
け

る
浜
寺
公
園
駅
等
の
別
荘
地
や
行
楽
地
開
発

を
は
じ
め
、
沿
線
に
住
ま
い
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
空
間
を
創
出
し
、
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
き
た
「
沿
線
開
発

の
パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
し
て
の
歴
史
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
は
現
代

大
阪
の
都
市
軸
と
な
る
御
堂
筋
や
地
下
鉄

の
整
備
に
先
駆
け
て
南
海
ビ
ル
を
建
設
し
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
テ
ィ
・
な
ん
ば
の
ま
ち
づ
く

り
に
い
ち
早
く
着
手
し
た
。

以
降
、
大
阪
球
場
（
現
在
の
な
ん
ば
パ
ー

ク
ス
）
や
な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
の
開
業
な
ど
を

通
じ
て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
商
業

空
間
を
拡
張
し
、
街
の
魅
力
と
熱
量
を
高
め

続
け
て
き
た
。
な
ん
ば
は
、
古
く
か
ら
大
衆

文
化
や
商
業
が
息
づ
く
混
沌
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
カ
オ
ス
）
に
満
ち
た
街
で
あ
る
。
新

生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
は
、
こ
の
「
な
ん

ば
」
と
い
う
拠
点
を
、
単
な
る
交
通
の
結
節

点
や
商
業
の
集
積
地
と
し
て
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
文
化
開
発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
再
定
義
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
に
策
定
さ
れ
た
「
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
ビ
ジ
ョ
ン
（EN

TAM
E

‒

D
IV

ER

‒CITY

）」
は
、
こ
の
歴
史
的
文

脈
の
上
に
立
脚
し
て
い
る
。
な
ん
ば
駅
周
辺

の
「
点
」
の
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、
２
０
２

３
年
に
整
備
さ
れ
た
な
ん
ば
広
場
を
中
心
に

周
辺
エ
リ
ア
（
新
世
界
、
日
本
橋
、
道
頓

堀
、
新
今
宮
な
ど
）
を
巻
き
込
ん
だ
「
面
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
と
向
か
う
。
明
治
期

か
ら
続
く
沿
線
開
発
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
開
発
で
培
っ
た
熱
量
が
、
今
ま
さ
に

共創のプラットフォームとしての
都市と鉄道：
新生「ＮＡＮＫＡＩ」が描く歴史の連続性と

「グレーターなんば」構想
大阪公立大学 都市科学・防災研究センター 客員教授
大阪芸術大学 デザイン学科 客員教授
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ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
抽
出
す

る
。
そ
し
て
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
に
よ
っ
て
、

未
来
の
市
民
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
自
律
的
に

交
流
し
、
新
た
な
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
共
創

が
生
ま
れ
る
「
現
代
の
汀
」
と
し
て
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
都
市
の
余
白
に
再
実

装
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
※
２
）。

３
．
デ
ザ
イ
ン
論
の
視
座
：
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
と
価
値
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

デ
ザ
イ
ン
論
、
と
り
わ
け
複
雑
な
社
会
課

題
に
対
し
て
長
期
的
な
移
行
（
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
）
を
設
計
す
る
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ン
の
観
点
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

は
物
理
的
な
ハ
コ
モ
ノ
の
建
設
か
ら
「
関
係

性
の
デ
ザ
イ
ン
」
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
分
社
化
と
新
生
に
向
け
た
動

き
は
、
鉄
道
事
業
者
か
ら
「
文
化
開
発
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ビ
ル
ダ
ー
」
へ
の
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
を
意
味
す
る
。

過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
沿
線
価
値
の
蓄
積

を
評
価
し
た
う
え
で
、
未
来
の
「
あ
る
べ
き

都
市
の
生
態
系
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）」
か
ら

現
在
へ
と
施
策
を
逆
算
す
る
。
こ
こ
で
は
、

地
域
企
業
、
商
店
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
さ
ら

に
は
他
エ
リ
ア
か
ら
の
参
画
企
業
と
い
っ
た

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
共
に
価
値
を

創
り
上
げ
る
街
全
体
が
外
に
開
か
れ
た
共
同

体
の
よ
う
な
共
創
の
仕
組
み
が
デ
ザ
イ
ン
の

対
象
と
な
る
。
都
市
の
記
憶
を
共
有
し
な
が

ら
、
新
た
な
社
会
実
験
を
許
容
す
る
土
壌
を

つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
未
来
の
グ

レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
を
牽
引
す
る
高
度
な
デ
ザ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
交
差
さ
せ
る
こ
と
で
、
過

去
と
断
絶
し
た
無
機
質
な
再
開
発
で
は
な

く
、「
歴
史
の
連
続
性
」
を
持
っ
た
有
機
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
。

第
２
章　

歴
史
の
連
続
性
を
紡
ぐ
：

フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の

交
差
点

本
章
で
は
、
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク

キ
ャ
ス
ト
の
融
合
を
都
市
形
態
学
、
文
化
人

類
学
、
デ
ザ
イ
ン
論
の
視
座
か
ら
重
層
的
に

考
察
す
る
。

１
．
都
市
形
態
学
の
視
座
：
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
と
都
市
組
織
の
多
層
性

都
市
形
態
学
（U

rban M
orphology

）

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
都
市
は
単
な
る

平
面
で
は
な
く
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る

物
理
的
・
空
間
的
な
介
入
が
堆
積
し
た
「
地

層
（
パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト
）」
と
し
て
解
読
さ

れ
る
。
な
ん
ば
周
辺
か
ら
新
今
宮
に
至
る
エ

リ
ア
は
、
旧
来
の
水
路
や
埋
め
立
て
ら
れ

た
川
の
痕
跡
と
い
っ
た
歴
史
的
ト
ポ
グ
ラ

フ
ィ
（
地
形
・
地
勢
）
の
上
に
、
鉄
道
と
い

う
近
代
イ
ン
フ
ラ
が
敷
設
さ
れ
る
こ
と
で
形

成
さ
れ
た
。
特
に
、
鉄
軌
道
や
高
架
下
空
間

と
い
っ
た
巨
大
な
物
理
的
構
造
物
は
、
都
市

を
分
断
す
る
境
界
線
で
あ
る
と
同
時
に
、
独

自
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
持
つ
都
市
空
間
の
余
白

（
ヴ
ォ
イ
ド
）
を
生
み
出
し
て
き
た
。

フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
的
視
点
か
ら
は
、
こ
の

高
架
下
や
駅
周
辺
の
遺
構
が
持
つ
空
間
的
履

歴
を
読
み
解
き
、
既
存
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

次
な
る
都
市
機
能
へ
と
接
続
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
一
方
で
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
的
視

点
に
お
い
て
は
、
２
０
５
０
年
を
見
据
え
た

未
来
の
流
動
性
か
ら
逆
算
し
、
こ
れ
ら
の
静

的
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
、
多
様

な
主
体
の
活
動
を
誘
発
す
る
「
生
き
た
空

間
」
へ
と
再
編
す
る
戦
略
が
不
可
欠
と
な

る
。
過
去
の
イ
ン
フ
ラ
遺
産
を
「
保
存
」
す

る
の
で
は
な
く
、
未
来
の
機
能
要
件
に
合
わ

せ
て
「
更
新
」
し
続
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
こ

そ
が
、
歴
史
の
連
続
性
を
担
保
す
る
。

２
．
文
化
人
類
学
の
視
座
：「
キ
ワ（
境
界
）」

と
「
ケ（
日
常
）」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

文
化
人
類
学
的
な
視
座
か
ら
は
、
ミ
ナ

ミ
と
い
う
街
が
持
つ
特
有
の
「
混
沌
（
カ

オ
ス
）」
と
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
泉
を
紐
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
大

阪
の
都
市
文
化
は
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
中

心
部
の
み
な
ら
ず
、
水
路
の
「
汀み

ぎ
わ

」
や
、
街

と
街
の
「
キ
ワ
（
境
界
）」
に
お
い
て
最
も

活
発
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
の
難
波

周
辺
に
存
在
し
た
水
脈
の
痕
跡
や
、
そ
の
周

縁
に
形
成
さ
れ
た
盛
り
場
、
さ
ら
に
は
点
在

す
る
神
社
な
ど
の
結
節
点
は
、
属
性
を
超
え

た
多
様
な
人
々
が
交
錯
す
る
場
で
あ
っ
た
。

従
来
の
ハ
レ
（
非
日
常
）
の
空
間
創
出
に

偏
重
し
た
再
開
発
と
は
異
な
り
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
が
射
程
に
収
め
る
べ
き
は
「
ケ
（
日

常
）」
の
内
部
構
造
を
多
層
化
す
る
こ
と
で

あ
る
。
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
を
通
じ
て
、
こ
の

「
キ
ワ
」
で
発
生
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
気
配
や
、
人
間
同
士
の
澱
み
と
エ

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
と
い
う
新
た
な
都

市
空
間
へ
と
拡
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
紐
解
く
う
え
で
、
こ
の
圧
倒
的
な
「
歴
史

の
重
み
」
は
決
し
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

な
ん
ば
周
辺
エ
リ
ア
に
は
、
古
く
か
ら
多

く
の
老
舗
が
息
づ
く
商
店
街
や
演
劇
文
化
、

前
衛
芸
術
を
生
み
出
し
て
き
た
サ
ロ
ン
文
化

な
ど
、
時
代
を
超
え
て
蓄
積
さ
れ
た
多
様
な

文
化
レ
イ
ヤ
ー
が
地
層
の
よ
う
に
重
な
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

こ
う
し
た
地
域
固
有
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
単
に
「
保

存
」
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
的
な
価
値
へ

と
共
創
的
に
「
更
新
」
し
な
が
ら
未
来
へ
つ

な
ぐ
こ
と
を
起
点
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、
激
動
す
る
社
会
環
境
や
多
様
化

す
る
価
値
観
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
過
去

か
ら
の
延
長
線
上
だ
け
で
は
な
い
、
大
胆
な

ビ
ジ
ョ
ン
も
不
可
欠
で
あ
る
。
２
０
５
０
年

を
見
据
え
た
未
来
都
市
の
姿
や
、
次
世
代
の

街
の
担
い
手
や
来
街
者
が
ど
の
よ
う
な
環
境

を
求
め
て
い
る
の
か
。
理
想
と
す
る
持
続
可

能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
か
ら
逆
算

し
、
今
な
ん
ば
に
必
要
な
機
能
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
実
装
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
挑
戦
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
「
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
」
と

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
」（
※
１
）
の
高
度
な
融

合
で
あ
る
。
歴
史
と
い
う
確
固
た
る
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
（
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト
）
を
土
台

に
持
ち
な
が
ら
、
革
新
的
な
未
来
像
（
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
ト
）
へ
と
向
か
う
。
こ
の
双
方
向

※１：�過去の歴史や文脈、既存の地域資源を基盤とし、現在から未来へと積み上げていく思考法を「フォーキャスト」（歴史からの積み上げ）という。一方、あるべき
未来像の都市像を描き、そこから逆算して現在すべきアクションを決定するアプローチを「バックキャスト」（未来からの逆算）という。

※２：参考文献：松田法子研究室『汀の人文史』（https://matsuda-lab.net/pages/migiwa.php）
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イ
ン
実
践
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
形
態
学
が
示
す
空
間

的
基
盤
、
文
化
人
類
学
が
紐
解
く
人
間
の
営

み
と
熱
量
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
論
が
導
く
関

係
性
の
再
構
築
と
い
う
三
つ
の
視
座
を
交
差

さ
せ
る
こ
と
で
（
表
１
）、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ

の
ま
ち
づ
く
り
は
単
な
る
「
拠
点
の
開
発
」

か
ら
「
歴
史
の
連
続
性
を
紡
ぐ
文
化
の
創

出
」
へ
と
昇
華
さ
れ
る
。

第
３
章　
「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」が
示
す

都
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り

前
章
で
論
じ
た
歴
史
の
連
続
性
（
フ
ォ
ー

キ
ャ
ス
ト
と
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
の
交
差
）

は
、
実
際
の
都
市
空
間
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
戦
略
と
し
て
結
実
す
る
の
か
。
本
章
で

は
、
新
生
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
が
推
進
す
る

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
を
、
都
市
形

態
の
地
層
学
、
カ
オ
ス
文
化
の
包
摂
、
産
学

連
携
の
共
創
プ
ロ
セ
ス
、
そ
し
て
広
域
交
通

イ
ン
フ
ラ
再
編
と
い
う
四
つ
の
次
元
か
ら
読

み
解
く
。

１
．
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
の
再
発
見
と
水
都
の

パ
リ
ン
プ
セ
ス
ト
（
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

都
市
に
は
、
そ
の
土
地
固
有
の
霊
性
や
記

憶
で
あ
る
「
ゲ
ニ
ウ
ス
・
ロ
キ
（
地
霊
）」

が
宿
る
。
な
ん
ば
周
辺
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を

紐
解
く
と
、
か
つ
て
「
水
都
大
阪
」
を
形
成

し
て
い
た
重
層
的
な
地
形
や
海
岸
線
、
そ
し

て
上
町
台
地
か
ら
の
伏
流
水
や
、
難
波
新

川
、
高
津
入
堀
川
と
い
っ
た
堀
川
の
痕
跡
が

浮
か
び
上
が
る
。
南
海
電
鉄
の
歴
史
的
イ
ン

フ
ラ
は
、
無
機
質
な
更
地
の
上
に
構
築
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
水
脈
や
埋
め
立

て
ら
れ
た
汀み

ぎ
わ

の
記
憶
の
上
に
敷
設
さ
れ
て
い

る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

地
層
の
奥
底
に
眠
る
水
都
の
記
憶
を
掘
り
起

こ
し
、
現
代
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
表
層
へ
と

接
続
す
る
試
み
で
あ
る
（
※
３
）（
表
２
）。

２
．
カ
オ
ス
文
化
の
包
摂
：「
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
」（
※
４
）
に
よ
る
都
市
開
発

現
代
の
都
市
開
発
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
準
拠
し
た
均
質
化
・
標
準
化

の
罠
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
に
よ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
清
潔
で
合
理
的
な
空
間
を
生
む

一
方
で
、
街
か
ら
固
有
の
文
脈
や
陰
影
を

奪
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
、
な
ん
ば
・

道
頓
堀
・
日
本
橋
・
新
世
界
・
新
今
宮
エ
リ

ア
に
息
づ
く
の
は
、
伝
統
文
化
と
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
が
路
地
裏
の
界
隈
に
入
り
乱
れ
る
本

物
の
カ
オ
ス
（
混
沌
）
文
化
で
あ
る
。
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
掲
げ
る
「
グ
レ
ー
タ
ー
な

ん
ば
」
構
想
か
ら
展
開
す
る
共
創
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「M
AD

E in G
REATER N

AM
BA

」（
※

5
）
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
各
エ

リ
ア
内
で
共
創
的
に
創
造
さ
れ
る
コ
ト
や
モ

ノ
に
対
し
て
、
エ
リ
ア
内
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ピ
ー
ア
ー
ル
さ
れ
て

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
生
き
た
コ
ン
テ
ン
ツ
群
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
さ
れ
た
ア
イ
コ
ン
と
な
り
増
殖
し
て
い

く
。
こ
の
試
み
は
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
表
出
さ
せ
、
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
帰
属
意
識

を
醸
成
さ
せ
、
混
沌
を

排
除
す
る
の
で
は
な

く
、
既
存
要
素
を
再
顕

在
化
し
、
新
し
い
要
素

も
加
味
し
て
編
み
直
す

と
い
う
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
レ
ヴ
ィ
＝
ス

ト
ロ
ー
ス
の
「
ブ
リ
コ

ラ
ー
ジ
ュ
」
の
実
践
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

３
．
産
産
学
民
連
携

を
通
じ
た
共
創
（C

o-
creation

）
の
プ
ロ
セ

ス
こ
の
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
の
実
践
に
お
い

て
、
不
可
欠
な
の
が
外

部
の
「
知
」
と
の
接
合

で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
は
、
大
阪
芸
術
大
学
や
大
阪
公
立
大
学
等

の
大
学
研
究
機
関
や
多
様
な
企
業
、
市
民
と

の
産
産
学
民
連
携
を
通
じ
て
、
先
に
紹
介
し

た
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
施
策
へ
の
社
会

実
装
ア
イ
コ
ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
グ
レ
ー

タ
ー
な
ん
ば
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ

ン
」（
※
6
）
と
い
う
「
学
び
」
の
コ
ン
テ

ン
ツ
が
各
エ
リ
ア
を
越
境
し
な
が
ら
巡
っ
て

い
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
物
理
的
な
ハ
コ
モ
ノ
を
整
備
す
る
の

で
は
な
く
、
老
舗
な
ど
を
歴
史
的
ノ
ー
ド

（
結
節
点
）
と
読
み
解
き
、
そ
の
場
所
を
舞

台
に
、
文
化
開
発
コ
ン
テ
ン
ツ
を
リ
レ
ー
形

式
で
巡
回
さ
せ
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
ソ
フ
ト
主
導
の
社
会
実
験

で
あ
る
。
街
の
担
い
手
と
し
て
研
究
者
、
学

生
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
企
業
が
街
の
文
脈
を

再
発
見
し
街
の
老
舗
群
、
新
し
い
店
舗
や

住
民
、
来
街
者
を
巻
き
込
ん
で
、
未
来
へ

の
関
係
人
口
へ
と
育
て
上
げ
る
共
創
（Co-

creation

）
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

※３：�これを一度文字を消して上書きした羊皮紙「パリンプセスト」になぞらえるならば、NANKAI のまちづくりとは、地層の奥底に眠る水都の
記憶を掘り起こし、現代の都市インフラの表層へと接続する試みである。

※４：手元にある材料を組み合わせて作ること。
※ 5・6：�「MADE in GREATER NAMBA」と「グレーターなんばヴィレッジングキャラバン」はともに筆者による構想段階のプロジェクトである。

表 1 　学術的視座に基づくフォーキャストとバックキャストの統合マトリクス
学術的視座 フォーキャスト（歴史的蓄積・文脈の抽出） バックキャスト（未来像からの逆算・再定義）

都市形態学
（Urban Morphology）

歴史的トポグラフィ（旧水路、埋立地）やイ
ンフラの痕跡を読み解き、空間の履歴と都
市組織のレイヤーを評価する。

未来の都市動態から逆算し、高架下などの既
存の物理的構造物を、新たな流動性を生む動
的な空間へと再編する。

文化人類学
（Cultural Anthropology）

「汀」や「キワ（境界）」に生じる混沌とした
エネルギー、および「ケ（日常）」における
人々の営みと気配を抽出する。

多様な人々が越境し交錯する「現代のサロ
ン・盛り場」を再定義し、未来の文化創出を
誘発する人間関係を再実装する。

デザイン論
（Design Theory）

地域が持つ固有のアイデンティティや、これ
までの企業活動が蓄積してきた無形資産

（アフォーダンス） を言語化する。

持続可能な共創社会のビジョンを描き、産学
官民が連携する「文化開発のプラットフォー
ム」をトランジション・デザインする。

表 2 　南海電鉄と水都大阪の空間的変遷（パリンプセスト構造）

時代区分 地形・水脈の記憶 （基層のゲニウス・ロキ） 都市インフラの展開と再定義
（表層のパリンプセスト）

江戸・明治期
上町台地西縁の伏流水、道頓堀・難波新川な
どの水路網。水運の要衝と「汀」に発生した
多様な盛り場文化。

1885 年、阪堺鉄道が開業し難波停車場が設
置される。水運から陸運（鉄道）への一大パ
ラダイムシフトの端緒。

昭和・平成期
都市化に伴う堀川の埋め立てと暗渠化。水都
の記憶が地中に沈み、陸上交通と商業機能が
極度に密集する。

ターミナルビルの巨大化、なんばパークス等
の立体開発。高架下空間がミナミのディープ
な商いの受け皿となる。

現代・未来
（新生 NANKAI）

埋め立てられた「汀」の気配を、人と人が交
錯・越境する現代の「界隈」の繋ぎ目として
精神的に復権させる。

インフラを単なる「線」ではなく「面」の文
化開発基盤（グレーターなんば）として再定
義。街の余白をネットワーク化。
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67基調報告

４
．
な
に
わ
筋
線
開
業
を
見
据
え
た
戦
略
的

マ
ト
リ
ク
ス
：
ハ
ブ
化
の
機
会
と
リ
ス
ク

２
０
３
１
年
春
の
開
業
が
予
定
さ
れ
る

「
な
に
わ
筋
線
」
は
、
梅
田
（
キ
タ
）
や
新

大
阪
エ
リ
ア
と
直
結
し
、
関
西
国
際
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
。
こ

れ
は
な
ん
ば
に
と
っ
て
広
域
ハ
ブ
と
し
て
の

地
位
を
強
固
に
す
る
一
方
で
、
単
な
る
乗
り

換
え
の
「
通
過
点
」
に
転
落
す
る
リ
ス
ク

（
ス
ト
ロ
ー
現
象
）
を
は
ら
ん
で
い
る
。
な

ん
ば
を
単
な
る
交
通
ハ
ブ
か
ら
「
次
世
代

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
文
化
拠
点
化
」
へ
と
昇
華
さ

せ
る
た
め
に
は
、
産
学
連
携
の
み
な
ら
ず
、

多
様
な
企
業
と
の
「
産
産
連
携
」
に
よ
る
新

サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
と
し

て
の
機
能
が
不
可
欠
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
沿

線
住
民
に
と
っ
て
の
「
な
ん
ば
」
を
、
買
い

物
や
通
勤
と
い
っ
た
単
一
目
的
の
街
か
ら
、

学
び
、
交
流
し
、
創
造
す
る
「
多
様
な
来
街

目
的
を
持
つ
街
」
へ
と
変
容
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

と
り
わ
け
関
係
人
口
の
増
加
に
お
い
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

転
換
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
求
め
ら
れ
る

の
は
、
世
界
中
か
ら
高
度
な
知
的
好
奇
心
を

持
つ
層
（
イ
ミ
消
費
層
）
を
呼
び
込
み
、
な

ん
ば
の
本
物
の
歴
史
的
文
脈
や
カ
オ
ス
文
化

に
深
く
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
非
日

常
の
観
光
」
か
ら
「
深
い
日
常
へ
の
参
画
」

へ
の
移
行
を
新
た
な
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
も
含
め
て
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
「
グ
レ
ー
タ
ー
な

ん
ば
」
構
想
が
提
示
す
る
真
の
国
際
的
共
創

環
境
と
言
え
る
。

第
４
章　

都
心
か
ら
沿
線
へ
波
及
す
る

共
創
環
境
の
構
築
と
未
来
へ
の
展
望

１
．「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
を
起
点
と
す

る
沿
線
価
値
の
再
定
義
と
波
及
効
果

第
３
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
な
に
わ
筋
線

の
開
通
は
、
ス
ト
ロ
ー
現
象
に
よ
る
都
市
の

空
洞
化
リ
ス
ク
と
い
う
脅
威
を
内
包
す
る
一

方
で
、
な
ん
ば
エ
リ
ア
を
次
世
代
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
文
化
拠
点
化
へ
と
昇
華
さ
せ
る
、
鉄
道

事
業
者
に
と
っ
て
の
千
載
一
遇
の
戦
略
的
契

機
で
も
あ
る
。
こ
の
広
域
ハ
ブ
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
都
心
部
と
い
う
「
点
」
に
留

め
置
く
の
で
は
な
く
、
南
海
電
鉄
沿
線
全
体

と
い
う
「
線
」
お
よ
び
「
面
」
へ
と
力
強
く

波
及
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
広
域
的

都
市
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
至
上
命
題
で
あ

る
。「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
の
各
試

み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
カ
オ
ス
文
化
の

圧
倒
的
な
熱
量
は
、
沿
線
地
域
へ
と
染
み
出

す
こ
と
で
、
画
一
的
で
無
機
質
な
郊
外
開
発

と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
、
固
有
か
つ
持
続

性
の
あ
る
「
沿
線
文
化
」
を
再
構
築
す
る
強

力
な
原
動
力
と
な
る
。

２
．
産
産
学
民
連
携
を
基
盤
と
す
る
共
創
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
装

都
心
か
ら
沿
線
へ
の
波
及
を
具
現
化
す
る

た
め
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
の
が
、
強
固

な
共
創
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
産

産
学
民
連
携
を
強
固
な
基
盤
と
し
、
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｉ
、
多
様
な
企
業
、
そ
し
て
大
学
（
学

生
）
が
都
市
デ
ザ
イ
ン
共
創
チ
ー
ム
を
形
成

し
、
地
域
の
歴
史
的
文
脈
や
未
利
用
空
間
へ

と
直
接
的
に
介
入
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
多
様
な
来
街
者

に
対
し
て
、
単
な
る
一
過
性
の
消
費
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
よ
り
高
度
で
文
脈
に
根
ざ
し
た

「
高
次
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
提
供
が
可

能
と
な
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
論
的
視
座
に
基

づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
来
街
者
自
身
を
ま
ち

づ
く
り
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
巻
き
込
み
、

共
に
文
化
を
創
り
上
げ
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も

の
を
無
形
の
資
産
（
価
値
）
へ
と
昇
華
さ
せ

る
戦
略
で
あ
る
。

３
．
鉄
道
事
業
に
お
け
る
「
文
化
と
経
済
の

好
循
環
」
の
デ
ザ
イ
ン

こ
う
し
た
共
創
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文

化
の
「
創
造
的
循
環
」
は
、
鉄
道
事
業
者
に

と
っ
て
不
可
欠
な
「
経
済
の
好
循
環
」
と
両

輪
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
人
口
増
加

を
前
提
と
し
た
「
ハ
コ
モ
ノ
開
発
と
輸
送
人

員
の
増
加
」
と
い
う
画
一
的
な
鉄
道
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
成
熟
社
会
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
地
域
特
有
の
「
文
化
」
を

資
本
と
し
て
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
文
化
的
な
魅
力
と
共
創
環
境
（
コ

ト
・
イ
ミ
の
創
出
）
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
、
世
界
や
日
本
中
か
ら
高
度
な
知
的
好
奇

心
を
持
つ
関
係
人
口
（
イ
ミ
消
費
層
）
が
継

続
的
に
流
入
す
る
。
彼
ら
が
地
域
に
滞
在

し
、
学
び
、
活
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
、
沿
線

不
動
産
の
価
値
向
上
、
ひ
い
て
は
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
（
居
住
・
就
業
）
と

い
う
「
強
靭
な
経
済
価
値
」
へ
と
変
換
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
文
化
開

発
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
「
土

壌
」
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
芽
吹

く
多
様
な
経
済
活
動
か
ら
中
長
期
的
な
リ

タ
ー
ン
を
得
る
と
い
う
、
次
世
代
鉄
道
事
業

者
な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な
成
長
モ
デ
ル
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
好
循
環
が
発
展
的
に
持

続
す
る
た
め
の
文
化
と
経
済
の
接
点
が
ど
の

よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
経
済
循
環
を
生
み

出
し
て
い
く
方
法
論
の
解
説
は
紙
面
の
都
合

で
別
の
機
会
へ
譲
る
こ
と
に
す
る
。

４
．
カ
オ
ス
を
包
摂
す
る
文
化
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
拡
張
に
向
け
て

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
」
構
想
の
真
の
目

的
は
、
な
ん
ば
を
中
心
と
し
た
各
エ
リ
ア
の

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
性
を
伴
っ
た
相
互
送
客
を

実
現
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
と
ど
ま
ら

ず
、
沿
線
と
い
う
「
線
」、
さ
ら
に
は
広
域

な
「
グ
レ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ミ
」
と
い
う
「
面
」

へ
と
広
が
る
、
重
層
的
な
文
化
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
と
経
済
の
好
循
環
を
構
築
す
る
こ
と
に

あ
る
。
最
後
に
、
な
に
わ
筋
線
開
通
を
起
爆

剤
と
し
、
大
阪
特
有
の
文
化
を
戦
略
的
に
包

摂
し
な
が
ら
多
様
な
主
体
が
交
わ
る
こ
と

で
、
な
ん
ば
と
沿
線
地
域
は
世
界
に
類
を
見

な
い
「
共
創
の
舞
台
」
へ
と
進
化
を
遂
げ

る
。
歴
史
の
連
続
性
と
未
来
の
社
会
実
験
が

高
度
に
融
合
す
る
こ
の
実
践
は
、
単
な
る
沿

線
開
発
の
枠
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
の
成
熟
社

会
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
が
牽
引
す
べ
き

「
新
た
な
都
市
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
確

固
た
る
雛
形
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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南海難波駅「0 番のりば」にて、GRAN 天空と梶谷社長。

新
生「
南
海
電
気
鉄
道
」×「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」始
動
!!

特
　
集

取材・文◉清水友樹／撮影◉加藤有紀

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
・
取
締
役
社
長

梶
谷
知
志

Satoshi K
A

JIT
A

N
I

　

民
鉄
協
の
中
で
は
最
古
の
歴
史
を
有
す
る
南
海
電
気
鉄
道

が
、
２
０
２
６
年
４
月
１
日
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
鉄

道
事
業
を
分
社
化
し
、
商
号
を
「
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
」
に
変
更
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
の
商
号
を
受

け
継
ぎ
、
新
た
に
誕
生
し
た
鉄
道
事
業
会
社
の
舵
取
り
を
担

う
の
が
、
鉄
道
技
術
部
門
出
身
の
梶
谷
知
志
取
締
役
社
長

だ
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
そ
し
て
沿
線
の
将
来
を
左

右
す
る
、
な
に
わ
筋
線
開
業
と
い
う
激
動
の
経
営
環
境
下

で
、「
現
場
力
」
を
最
大
化
し
、
愛
さ
れ
続
け
る
鉄
道
を
ど

う
築
く
の
か
︱
︱
初
代
社
長
の
想
い
を
聞
い
た
。

現
場
の
力
を
、

未
来
の

原
動
力
に
。

TOP 
INTERVIEW
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鉄
道
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
ち
や
人
を
つ
な
ぐ

結
節
点
。
そ
し
て
鉄
道
会
社
の
顔
で
す
か

ら
、
絶
対
外
せ
な
い
要
素
で
し
た
。「
え
き
」

を
結
節
点
と
し
て
「
ま
ち
」
と
「
人
」
の
つ

な
が
り
を
つ
く
り
、
人
々
に
し
あ
わ
せ
を
届

け
る
と
い
う
使
命
を
示
し
て
い
ま
す
。

V
ISIO

N

（
あ
り
た
い
姿
）
に
は
「
安
全
・

安
心
を
礎
に
、
愛
さ
れ
続
け
る
鉄
道
」
を
掲

げ
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
も
鉄
道

を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に

な
り
た
い
か
を
示
す
も
の
で
す
。

そ
し
て
「
愛
さ
れ
続
け
る
」
存
在
に
な
る

た
め
の
経
営
方
針
・
行
動
指
針
を
示
し
た
の

がVALU
E

（
価
値
観
）
で
す
。

例
え
ば
、
行
動
指
針
の
ひ
と
つ
と
し
て
お

客
さ
ま
の
期
待
を
超
え
る
「
お
も
て
な
し
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
を
目
指

し
、
現
場
の
社
員
全
員
が
お
客
さ
ま
目
線
で

動
け
る
会
社
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

経
営
方
針
・
行
動
指
針
の
双
方
に
は
「
安

全
・
安
心
」
を
第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
本
部
長
や
部
長
だ
け
で
な
く
、

現
場
の
管
理
・
監
督
職
、
係
員
ま
で
全
階
層

が
参
加
す
る
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的

に
開
き
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
、
現
場
か

ら
「
こ
れ
が
心
配
で
す
」
と
い
っ
た
声
が
あ

れ
ば
直
接
聞
く
。
そ
し
て
管
理
・
監
督
職
が

伝
え
る
場
面
と
現
場
が
伝
え
る
場
面
の
両
方

を
確
保
す
る
こ
と
―
―
こ
れ
は
私
が
率
先
し

て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

規
律
を
守
り
な
が
ら
も
風
通
し
を
よ
く
し

て
お
か
な
い
と
、
大
切
な
現
場
の
声
が
上

が
っ
て
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
安
全
・
安
心
は
守
れ
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
現
場
勤
務
時
代
に
事
故
を
経
験
し
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
ん
な
状
態
に
な
る
の
は
絶
対

に
ダ
メ
だ
と
、
常
々
言
っ
て
い
ま
す
。

――

特
に
注
力
す
る
事
業
や
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梶
谷　

な
に
わ
筋
線
の
開
通
は
、
地
域
活
性

化
・
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
・
混
雑
緩
和
な
ど

多
方
面
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
、

ま
さ
に
千
載
一
遇
の
機
会
で
す
。
現
在
、
２

０
３
１
年
の
開
業
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め

て
お
り
、
お
客
さ
ま
が
梅
田
・
大
阪
駅
と
南

経
営
と
現
場
を
も
っ
と
近
く
に 

新
生
初
代
社
長
が
進
め
る
現
場
主
義

――

「
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
※
）」（
以

下
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
）
か
ら
「
南
海
電
気
鉄

道
株
式
会
社
」（
以
下
、
南
海
電
鉄
）
と
し
て

分
社
化
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
不
動
産

事
業
と
鉄
道
事
業
の
棲
み
分
け
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
と
目
的
を
改
め
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梶
谷　

分
社
化
に
至
っ
た
大
き
な
背
景
と
し

て
は
や
は
り
、
沿
線
の
人
口
減
少
が
あ
り
ま

す
。
鉄
道
事
業
は
、
通
勤
・
通
学
の
お
客
さ

ま
を
運
ぶ
こ
と
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
当
社
が
地
盤
と
す
る
南
大
阪
・

和
歌
山
北
部
エ
リ
ア
は
、
人
口
減
少
の
ペ
ー

ス
が
全
国
平
均
よ
り
も
急
速
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
鉄
道
事
業
を

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

そ
し
て
不
動
産
事
業
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

化
し
て
い
く
た
め
に
、
体
制
の
見
直
し
が
必

要
で
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
当
社
な
ら
で
は
の
特
殊
な

要
因
と
し
て
は
、
沿
線
に
関
西
国
際
空
港
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
は
２
０

３
０
年
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
６
０
０
０

万
人
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
増
は
続
く
で

し
ょ
う
。

安
全
・
安
心
は
し
っ
か
り
と
守
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
に
鉄
道
事
業
会
社

と
し
て
機
動
的
に
対
応
す
る
。
そ
の
た
め
に

意
思
決
定
が
速
く
、
現
場
と
お
客
さ
ま
、
ま

た
現
場
従
業
員
と
経
営
陣
の
距
離
が
近
い
組

織
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
今
回
の
分
社
化

の
大
き
な
狙
い
で
す
。

――

分
社
化
に
よ
り
、
新
た
な
南
海
電
鉄
が

担
う
役
割
は
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

梶
谷　

資
本
上
は
事
業
持
株
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
子
会
社
と
な
り
ま
す
が
、
分

社
化
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
大
き
く
方

向
性
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
海
電
鉄
は
、
グ
ル
ー
プ
の
中
の
鉄
道
事

業
を
担
い
、
お
客
さ
ま
の
安
全
・
安
心
を
守

り
な
が
ら
沿
線
住
民
や
観
光
客
の
方
々
の

日
々
の
足
を
支
え
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と
密
接

に
連
携
し
、
沿
線
価
値
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

――

新
会
社
発
足
を
機
に
、
目
指
す
姿
と
し

て
「
Ｍ
Ｖ
Ｖ
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・

バ
リ
ュ
ー
）」を
策
定
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
込
め
た
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。Ｍ

Ｖ
Ｖ
は
、
南
海
電
鉄
の
社
員
が
進
む
べ

き
方
向
を
示
し
、
判
断
の
拠
り
所
に
も
な
る

も
の
で
す
。
策
定
す
る
過
程
で
は
「
鉄
道
会

社
と
は
何
か
？
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
社
内

で
か
な
り
の
議
論
を
し
ま
し
た
。
初
め
は

「
電
車
を
安
全
に
動
か
す
こ
と
が
す
べ
て
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
論
を
重

ね
た
結
果
、「
鉄
道
事
業
そ
の
も
の
が
ま
ち

づ
く
り
」
と
い
う
大
前
提
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
Ｍ
Ｖ
Ｖ
で
明
確
に
し
ま
し
た
。

M
ISSIO

N

（
社
会
的
使
命
）
は
、「
え

き
・
ま
ち
・
人
、『
つ
な
が
る
し
あ
わ
せ
』

を
届
け
ま
す
」
に
し
ま
し
た
。「
え
き
」
は

将来に向けた公共交通の
持続的な成長を実現
◆ テクノロジー活用による事業変革
◆ 交通サービスを通じた沿線ブランドの創造
◆ 働き方改革を通じた運営強靭化

不動産・未来探索を通じて、
飛躍的な成長を追求
◆ 総合不動産事業への脱却
◆ 共創による沿線価値向上の加速
◆ 新規ビジネスの拡大

南海電気鉄道（株）
鉄道事業

（株）NANKAI※
不動産事業　まちづくり戦略　新規事業

南海電気鉄道（株）

分社化
2026 年 4月

※2026 年 4 月南海電気鉄道（株）から商号変更
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が
な
く
な
る
た
め
「
素
通

り
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す

が
、
私
は
む
し
ろ
、
な
ん

ば
に
目
的
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
る
方
が
増
え
る

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

先
行
モ
デ
ル
と
し
て

は
、
２
０
０
９
年
に
開
業

し
た
阪
神
な
ん
ば
線
が
参

考
に
な
り
ま
す
。
阪
神
な

ん
ば
線
の
延
伸
開
業
に
よ

り
、
大
阪
難
波
駅
で
近
鉄
線
と
の
相
互
直
通

運
転
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
神

戸
・
阪
神
間
と
奈
良
方
面
を
結
ぶ
東
西
の
広

域
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
南
北
軸
で
も
同
じ
こ
と
が
起
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
難
波
駅
と
そ

の
周
辺
の
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
（
価
値
向
上
）

に
つ
な
が
る
開
発
を
行
い
、
よ
り
魅
力
的
な

エ
リ
ア
に
し
て
い
き
た
い
。
共
同
運
行
す
る

Ｊ
Ｒ
と
は
、
な
に
わ
筋
線
開
業
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

――

２
０
２
５
年
４
月
に
合
併
し
た
泉
北
高

速
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
注
力
さ
れ
る
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梶
谷　

合
併
に
よ
っ
て
、
泉
北
高
速
鉄
道
は

南
海
泉
北
線
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
は
別
会

社
で
し
た
の
で
、
お
客
さ
ま
は
別
々
に
運
賃

を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
南
海
の

路
線
に
な
っ
た
こ
と
で
、
運
賃
は
実
質
約
３

割
の
値
下
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
社
線
に

海
沿
線
を
直
接
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
開
業
に
向
け
て
大
阪
市
内
と
関

西
空
港
駅
を
結
ぶ
次
期
空
港
特
急
車
両
を
導

入
す
る
予
定
で
す
。
ラ
ピ
ー
ト
が
築
い
て
き

た
価
値
と
精
神
を
未
来
へ
継
承
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
時
代
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
単
に
人
を
運

ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
か
も
含
め
て
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

――

な
に
わ
筋
線
が
開
業
す
る
と
、「
乗
客
が

な
ん
ば
を
素
通
り
し
て
し
ま
う
の
で
は
」
と

い
っ
た
指
摘
も
あ
る
そ
う
で
す
が
。

梶
谷　

現
在
は
和
歌
山
や
大
阪
南
部
か
ら
来

る
お
客
さ
ま
が
難
波
（
な
ん
ば
）
駅
で
降
り

て
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
て
か
ら
梅
田
の
ほ
う

へ
向
か
う
と
い
う
流
れ
で
す
。
２
０
３
１
年

に
な
に
わ
筋
線
が
で
き
る
と
、
そ
の
ま
ま
梅

田
や
新
大
阪
ま
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
難
波
駅
で
降
り
る
必
要

乗
り
換
え
る
こ
と
な
く
、
泉
北
線
と
高
野
線

を
直
通
で
乗
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
こ
の
１
年

で
増
え
て
い
る
な
ど
、
合
併
の
効
果
は
出
て

い
ま
す
。

泉
北
線
が
走
る
「
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

は
高
度
成
長
期
に
誕
生
し
た
ま
ち
で
す
が
、

老
朽
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
を

ど
う
活
性
化
さ
せ
る
か
が
課
題
で
す
。
泉
ケ

丘
駅
周
辺
で
は
、
地
元
堺
市
と
の
公
民
連
携

で
駅
前
地
域
の
再
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
す
で
に
、
近
畿
大
学
病
院
（
近
畿
大
学

お
お
さ
か
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
）
が
移

転
し
て
き
た
ほ
か
、
今
後
は
駅
前
商
業
施
設
、

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
る
予
定
で
す
。

沿
線
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出

し
、
観
光
方
面
の
魅
力
も
磨
い
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

――

観
光
と
い
え
ば
、
加
太
線
の
「
め
で
た

い
電
車
」
の
よ
う
な
地
域
と
一
体
に
な
っ
た

取
り
組
み
も
印
象
的
で
す
。

梶
谷　

加
太
線
（
愛
称
：
加
太
さ
か
な
線
）

を
走
る
「
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
」
は
10
年
ほ

ど
前
に
始
め
た
企
画
で
す
。
加
太
を
代
表
す

る
海
の
幸
「
鯛
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
塗
装

を
施
し
た
車
両
は
、
当
初
、
女
性
の
お
客
さ

ま
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
考
え
て
い
た
も
の
で
し

た
が
、
思
い
が
け
ず
お
子
さ
ん
に
も
人
気
が

出
ま
し
た
。
加
太
線
の
沿
線
人
口
が
減
る
な

か
、
観
光
資
源
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い

う
こ
と
で
、
地
元
や
観
光
協
会
の
皆
さ
ん
が

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
今
で

は
宿
泊
す
る
お
客
さ
ま
も
増
え
ま
し
た
。

沿
線
に
住
む
外
国
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
実
感
し
て
い
ま
す
。
関
西
国
際
空
港
や
観

光
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
沿
線
の
工
場
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
で
働
く
外
国
か
ら
来
ら

れ
た
方
々
と
の
共
生
も
、
鉄
道
会
社
と
し
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

――

新
会
社
を
率
い
る
に
あ
た
り
、
課
題
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

梶
谷　

鉄
道
会
社
は
、
ど
う
し
て
も
古
い
体

質
を
引
き
ず
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
当
社
に
も
１
４
０
年
の
歴
史
が
あ

り
、
上

じ
ょ
う

意い

下か

達た
つ

の
企
業
文
化
が
あ
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
自
身
、
鉄
道
技

術
部
門
か
ら
始
ま
り
、
鉄
道
の
本
部
長
を
務

め
る
ま
で
現
場
勤
務
が
長
か
っ
た
の
で
、
若

い
こ
ろ
か
ら
現
場
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
上
意
下
達
の
一

方
通
行
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
下
意

上
達
の
情
報
伝
達
経
路
が
あ
る
組
織
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
組
織
自
体
も
な
る
べ
く

フ
ラ
ッ
ト
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
情
報
伝
達
や

意
思
決
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
意
識

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
今
回
の
分
社
化
に
あ
わ
せ
て
本

社
に
営
業
企
画
部
と
い
う
部
署
を
つ
く
り
、

そ
の
下
に
駅
の
組
織
も
つ
け
ま
し
た
。
駅
長

た
ち
が
本
社
の
営
業
企
画
部
と
直
接
連
携
し

て
、
営
業
面
で
も
早
く
動
け
る
よ
う
な
体
制

に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
現
場
の
声
を
す
ぐ
取
り
入
れ
る
仕

組
み
を
、
組
織
体
制
の
面
か
ら
も
今
ま
さ
に

南海電鉄と NANKAI
両社が入る大阪市
浪速区にある
本社ビル。
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れ
た
り
し
て
、
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら

い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
見
て
回
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

社
員
の
顔
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

ち
な
み
に
、
会
社
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、

剣
道
部
の
顧
問
を
し
て
い
て
、
月
１
回
ほ
ど

の
ペ
ー
ス
で
定
期
的
に
稽
古
を
し
て
い
ま

す
。
部
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
の
社
員
の

ほ
か
、
関
連
会
社
の
方
も
い
ま
す
。
今
年
も

新
入
社
員
が
４
人
入
部
し
ま
し
た
。
若
い
社

員
と
同
じ
稽
古
を
し
て
、
そ
の
あ
と
一
緒
に

食
事
し
て
、
そ
こ
で
い
ろ
ん
な
話
を
す
る
。

若
い
人
に
つ
い
て
い
く
の
は
体
力
的
に
し
ん

ど
い
で
す
が
、
そ
ん
な
機
会
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
現
場
を
歩
き
回
り
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
情
報
交
換
か
ら
得

ら
れ
る
こ
と
は
大
き
い
で
す
か
ら
。

――

社
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
印
象
的
な
出

来
事
は
あ
り
ま
し
た
か
？

梶
谷　

先
日
、
観
光
列
車
「
Ｇグ

ラ

ン

Ｒ
Ａ
Ｎ 
天

空
」
で
車
両
故
障
が
起
き
て
、
翌
日
の
運
行

が
す
べ
て
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
高
野
山

へ
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
お
客
さ
ま

も
多
か
っ
た
は
ず
で
す
。
運
休
に
な
れ
ば
、

お
客
さ
ま
の
旅
行
の
予
定
が
す
べ
て
狂
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
急
遽
、「
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｎ 

天
空
」
で
は
な
い
も
の
の
別
の
車
両
を

特
急
と
し
て
運
行
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
私
も
現
場
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
現

浸
透
さ
せ
て
い
る
最
中
で
す
。

会
社
の
体
制
や
文
化
を
変
え
る
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理
職
に
は
今
ま
で

以
上
に
現
場
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と
伝
え

て
い
ま
す
。
昔
は
社
長
や
役
員
な
ど
が
現
場

を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
ら
「
現
場
を
見
に
来

た
」
と
身
構
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
顔
を
出
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
お
互
い
に
顔
の
見

え
る
仕
事
の
仕
方
を
し
よ
う
、
と
。
私
自
身

も
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

――

現
在
も
平
常
時
に
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ

と
が
あ
る
の
で
す
か
？

梶
谷　

週
に
一
度
、
出
勤
前
に
難
波
駅
を
巡

回
し
て
、
お
客
さ
ま
の
様
子
を
見
る
こ
と
を

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
に
し
て
い
ま
す
。
今
朝
も
ラ

ピ
ー
ト
や
お
客
さ
ま
の
様
子
を
見
て
、
駅
長

や
列
車
区
長
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
こ
こ

（
本
社
）
に
来
ま
し
た
。

私
自
身
、
南
海
沿
線
に
住
ん
で
い
ま
す
の

で
、
毎
日
南
海
で
通
勤
し
て
い
ま
す
し
、
昼

に
時
間
が
空
け
ば
、
駅
の
視
察
に
行
く
な

ど
、
日
常
的
に
現
場
を
見
回
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
あ
る
日
は
お
客
さ
ま
の
様
子
を
、

ま
た
別
の
日
は
車
両
の
状
態
を
、
と
い
う
具

合
に
見
る
ポ
イ
ン
ト
は
日
に
よ
っ
て
変
え
て

い
ま
す
。
や
は
り
、
現
場
の
最
前
線
に
行
か

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
か
ら
。

私
か
ら
社
員
に
話
し
か
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
難
波
駅
構
内
に
あ
る
社
員
食
堂
に
行
く

と
、「
こ
こ
空
い
て
い
ま
す
よ
！
」
と
言
わ

場
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
た
ち

が
お
客
さ
ま
に
誠
心
誠
意
、
お
詫
び
や
ノ
ベ

ル
テ
ィ
を
お
渡
し
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
、

幸
い
に
も
大
き
な
苦
情
は
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
も
台
風
な
ど
の
不
測
の
事
態
で
運

行
で
き
な
い
こ
と
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
事
態
に
備
え
て
、
こ
れ
を
教
訓
に

お
客
さ
ま
を
が
っ
か
り
さ
せ
な
い
よ
う
な

フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
準
備
し
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。 

お
客
さ
ま
の
期
待
を
超

え
る
「
お
も
て
な
し
」
と
い
う
行
動
指
針
を

Ｍ
Ｖ
Ｖ
で
示
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
を
契
機
に
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

――

最
後
に
、
新
会
社
の
社
長
と
し
て
、

日
々
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る

か
、
今
後
の
抱
負
と
と
も
に
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

梶
谷　

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
「
行
動
し
、
挑
戦
し
、
変
え
て
い

け
る
」
と
感
じ
ら
れ
る
風
土
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。「
今
ま
で
こ
う
や
っ
て
き

た
か
ら
」
と
い
う
過
去
に
縛
ら

れ
て
思
考
停
止
に
陥
っ
て
し
ま

う
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
全

社
員
が
「
こ
う
い
う
や
り
方
も

で
き
る
よ
ね
」
と
い
う
発
想
を

持
ち
、
現
状
を
よ
り
よ
く
変
え

て
い
く
文
化
を
醸
成
し
た
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
か
ら
「
こ

れ
、
こ
う
し
た
ほ
う
が
え
え
ん

ち
ゃ
い
ま
す
か
」
と
改
善
案
が

上
が
っ
て
き
た
ら
、
私
は
「
そ
れ
、
え
え
や

ん
」
と
背
中
を
押
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
安

全
・
安
心
の
た
め
に
守
る
べ
き
ル
ー
ル
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
漫
然
と
ル
ー
ル
を
守
る

だ
け
で
は
な
く
、「
よ
り
安
全
に
す
る
に
は

ど
う
す
べ
き
か
」「
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
」
を
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
発
的

に
考
え
続
け
る
組
織
に
し
て
い
き
た
い
。

新
会
社
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か

り
で
す
が
、
現
場
と
経
営
の
距
離
を
縮
め
、

社
員
全
員
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
会
社
に

し
て
い
く
。
挑
戦
す
る
か
ら
に
は
失
敗
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
挑
戦
を
恐
れ
ず
、

安
心
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
会
社
に
な
れ

ば
、
南
海
電
鉄
は
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
会
社

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

分
社
化
後
の
最
初
の
社
長
と
し
て
、
こ
の

会
社
の
文
化
や
ス
ピ
ー
ド
感
の
土
台
を
つ
く

る
立
場
だ
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
日
々
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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鉄
道
会
社
だ
か
ら
こ
そ
の 

不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

２
０
２
６
年
４
月
、
持
株
会
社
体
制
へ

と
移
行
し
た
「
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

は
、
経
営
体
制
の
大
幅
な
刷
新
を
迎
え
難
波

周
辺
の
再
開
発
や
沿
線
価
値
の
向
上
を
牽
引

す
る
ま
ち
づ
く
り
企
業
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

沿
線
づ
く
り
戦
略
本
部
長
を
務
め
る
二
栢

義
典
専
務
執
行
役
員
は
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と

南
海
電
鉄
に
つ
い
て
、「
鉄
道
事
業
（
南
海

電
鉄
）
は
、
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
し
て

ル
ー
ル
通
り
に
24
時
間
き
ち
っ
と
電
車
を
動

か
す
こ
と
を
第
一
に
求
め
ら
れ
る
組
織
で

す
。
一
方
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
担
う
ま
ち
づ

く
り
事
業
は
、
自
ら
枠
組
み
や
ル
ー
ル
作
り

も
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
ス
タ
ン
ス
の
違
い
も
、
分
社
化
の
理

由
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

２
０
２
５
年
３
月
に
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ

ル
ー
プ
が
公
表
し
た
中
期
経
営
計
画
で
は
、

不
動
産
関
連
事
業
を
収
益
の
柱
へ
と
押
し
上

げ
る
「
回
転
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
化
」
を
打
ち

出
し
て
お
り
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利
益
率
）

や
資
本
効
率
性
の
向
上
は
重
要
課
題
だ
が
、

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が
描
こ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
単
に
利
益
を
追
求
す
る
未
来
で
は
な
い
。

「
鉄
道
会
社
と
し
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
や
は
り
我
々
の
社
会
的
使
命
で
あ

る
〝
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
〟
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
も
大
事
な
柱
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｉ
と
南
海
電
鉄
の
両
社
が
こ
の
使
命
を

も
つ
こ
と
で
、
双
方
成
り
立
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
」
と
二
栢
氏
は
語
る
。

「
我
々
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ど
う
な
っ
た

ら
完
成
と
い
え
る
の
か
？　

あ
る
い
は
究
極

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
は
何

か
？　

と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
定
住
人
口

が
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
を
増
や
し
て
交
流

人
口
を
増
や
す
の
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

我
々
は
や
は
り
鉄
道
会
社
で
す
し
、
ど
れ
だ

け
多
く
の
人
に
楽
し
く
幸
せ
に
、
愉
快
に
住

ん
で
も
ら
え
る
か
。
そ
れ
が
沿
線
の
評
価
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
」

大
阪
ミ
ナ
ミ
の
未
来
を
創
造
す
る 

「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
」

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

最
大
の
事
業
拠
点
は
、
大
阪
〝
ミ
ナ
ミ
〟
の

中
心
で
あ
る
、
な
ん
ば
で
あ
る
。

こ
の
な
ん
ば
エ
リ
ア
で
は
、
２
０
３
１
年

に
「
な
に
わ
筋
線
」
の
開
業
、
２
０
３
２
年

に
は
ク
ボ
タ
旧
本
社
跡
地
に
１
万
２
５
０
０

人
収
容
の
ア
リ
ー
ナ
開
業
を
控
え
て
お
り
、

今
後
成
長
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

同
社
が
２
０
５
０
年
を
見
据
え
て
取
り
組

む
「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
」
で
は
、
駅

「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」が
描
く

な
ん
か
い
い

ま
ち
づ
く
り

　

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
不
動
産
事
業
の
業
容
拡
大
・
競
争
力
強
化
に
加

え
、
新
事
業
の
創
造
（
未
来
探
索
）
に
も
注
力
す
る
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
以
下
、

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
）
は
、
難
波
周
辺
の
再
開
発
「
グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
」
を
は
じ
め
と

す
る
沿
線
価
値
向
上
を
牽
引
し
、
ま
ち
づ
く
り
企
業
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

人
口
減
少
・
多
文
化
共
生
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
、
多
種
多
様
な
人
々
が
快
適

に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
。
専
務
執
行
役
員
・
沿
線

づ
く
り
戦
略
本
部
長
の
二
栢
義
典
氏
に
話
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
・
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

株式会社 NANKAI 専務執行役員・ 
沿線づくり戦略本部長

二栢義典
Yoshinori NIKAYA

REPORT.1
新
生「
南
海
電
気
鉄
道
」×「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」始
動
!!

特
　
集
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周
辺
と
い
う
「
点
」
で
は
な
く
、
な
ん
ば
か

ら
新
今
宮
、
新
世
界
、
さ
ら
に
天
王
寺
・
あ

べ
の
エ
リ
ア
ま
で
を
緩
や
か
に
つ
な
ぐ「
面
」

で
捉
え
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
街
歩
き
の
楽
し
さ
を
創
り
出
し
、
さ
ら

に
人
の
流
れ
を
増
や
し
て
い
く
―
―
そ
れ
が

グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
の
大
き
な
狙
い
で

す
」
と
二
栢
氏
は
語
る
。

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
、
昭
和
初
期
に
開

業
し
た
髙
島
屋
が
入
る
南
海
ビ
ル
を
皮
切

り
に
、
大
阪
球
場
（
１
９
５
０
年
：
現
・

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
）、
な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

（
１
９
７
８
年
）
を
開
業
さ
せ
る
な
ど
、
難
波

駅
か
ら
開
発
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
き
た
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
南
に
位
置
す
る
新
今
宮

駅
周
辺
は
か
つ
て
、
治
安
面
で
の
懸
念
が
語

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
外
資
系

ホ
テ
ル
の
誘
致
が
進
む
な
ど
、
ま
ち
の
様
相

は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

新
今
宮
駅
周
辺
の
名
物
と
い
え
ば
、「
通つ

う

天て
ん

閣か
く

」
だ
。
２
０
２
４
年
12
月
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
は
通
天
閣
観
光
株
式
会
社
を
グ
ル
ー
プ

化
し
た
。
通
天
閣
は
展
望
塔
と
い
う
特
殊
な

建
築
物
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
資
産
査
定
が
極

め
て
難
し
い
。
し
か
し
、
二
栢
氏
は
グ
ル
ー

プ
化
に
迷
い
は
な
か
っ
た
と
語
る
。

「
ビ
ル
の
よ
う
に
想
定
賃
料
収
入
か
ら
不

動
産
価
値
を
割
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
の
、
通
天
閣
は
大
阪
城
と
並
ぶ
、
大
阪
の

シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。
街
歩
き

の
楽
し
さ
を
創
出
し
、
私
た
ち
が
掲
げ
る
グ

レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
に
大
き
な
価
値
を
与

え
て
く
れ
る
と
考
え
ま
し
た
」（
二
栢
氏
）

開
発
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
ま
ち

づ
く
り
に
は
ジ
レ
ン
マ
も
生
じ
る
。
開
発
エ

リ
ア
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
地
価
が
上
が
り
、

テ
ナ
ン
ト
の
賃
料
も
上
が
る
。
そ
の
結
果
、

古
く
か
ら
あ
る
魅
力
的
な
店
が
姿
を
消
す
と

い
う
、
意
図
し
な
い
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
（
都
市
の
富
裕
化
現
象
）
が
起
こ
り

か
ね
な
い
。

「
通
天
閣
に
近
い
繁
華
街
・
新
世
界
で
も

賃
料
が
上
が
り
、
個
人
店
の
減
少
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
が
ま
す
ま
す
進
め
ば
、
ま
ち
の

面
白
み
や
独
特
な
文
化
が
薄
ま
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
路
地
裏
の
面
白
さ
や
独
特
の
雰

囲
気
を
ど
う
残
し
て
い
く
か
、
行
政
と
も
こ

う
い
っ
た
価
値
観
を
共
有
し
な
が
ら
、
ま
ち

の
雰
囲
気
を
守
っ
て
い
き
た
い
」（
二
栢
氏
）

な
ん
ば
広
場
に
み
る 

沿
線
価
値
向
上
の
あ
り
方

グ
レ
ー
タ
ー
な
ん
ば
構
想
の
代
表
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
、「
な
ん
ば
広
場
」
に

も
注
目
し
た
い
。
難
波
駅
北
側
に
、
約
６
０

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
こ
の
広
場
に

は
、
髙
島
屋
が
入
る
ク
ラ
シ
カ
ル
な
外
観
の

南
海
ビ
ル
を
背
景
に
、
屋
外
用
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

街
角
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
。
創
業
１
４
０
年

を
超
え
る
歴
史
あ
る
鉄
道
会
社
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

二
栢
氏
に
よ
る
と
「
元
々
こ
こ
は
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
が
あ
る
道
路
で
し
た
。
な
ん
ば

広
場
の
土
地
は
当
社
の
所
有
地
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
占
用
許
可
を
得
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
な
ん
ば
を
訪
れ
た
方
に
、
歴
史
的
な

夜のなんば広場。程よいライトアップにより過ごしやすい空間となっている。

手前がなんば広場。
背後に見える建物は、
南海ビル。

なんば広場の周辺は、ミナミの繁華街が広がっている。
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し
た
。
難
波
駅
直
結
と
い
う
至
便
な
立
地
も

あ
り
、
大
阪
発
祥
の
企
業
が
本
社
を
置
く
な

ど
、
働
く
場
と
し
て
の
な
ん
ば
の
存
在
感
は

以
前
よ
り
も
増
し
て
お
り
、
オ
フ
ィ
ス
街
と

し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
ま
だ
十
分
に
あ
る
。

外
国
人
共
生
へ
の 

ミ
ク
ロ
な
積
み
重
ね

沿
線
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、
定
住
人
口

増
加
と
い
う
視
点
に
お
い
て
も
、
今
後
増
加

が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
の
存
在
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
中
長
期
的
な

視
点
で
策
定
し
た
「
２
０
５
０
年
の
企
業
像
」

に
は
「
沿
線
へ
の
誇
り
を
礎
に
、
関
西
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
築
く
事
業
家
集
団
」
と
事

業
方
針
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
に
お
け

る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（D

iverCity

）
と
は
、

多
様
性
を
意
味
す
る
「D

iversity

」
と
「City

（
ま
ち
）」
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
多
種

多
様
な
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
働
け
る
ま

ち
を
、
沿
線
の
人
々
と
共
に
創
っ
て
い
く
と

い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
異
文
化
が
交
錯
す
る
ま
ち
で
は

摩
擦
が
つ
き
も
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
局
面

で
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
二
栢
氏
は
、
高

野
線
金こ

ん

剛ご
う

駅
に
お
け
る
「
外
国
人
共
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
一
例
と
し
て
挙
げ
る
。

「
金
剛
駅
の
近
く
に
は
ネ
パ
ー
ル
留
学
生

が
暮
ら
す
団
地
が
あ
り
ま
す
。
駅
長
が
そ
こ

へ
直
接
出
向
き
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
り
方
や
乗
車
マ
ナ
ー
を
教

趣お
も
む
きが
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
で
き
る
こ
の
よ
う

な
広
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
利
用

者
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
も
ら
え
た
ら
、
そ

れ
も
今
後
の
な
ん
ば
の
価
値
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
」
と
話
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
街・な
ん
ば
の 

潜
在
力
を
引
き
出
す

な
ん
ば
と
い
う
土
地
を
語
る
際
、
避
け
て

通
れ
な
い
の
が
〝
キ
タ
〟
と
呼
ば
れ
る
梅
田

と
の
比
較
だ
。
特
に
オ
フ
ィ
ス
集
積
と
い
う

点
で
は
、
大
阪
最
大
の
オ
フ
ィ
ス
集
積
地
で

あ
る
梅
田
と
の
差
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。

「
な
ん
ば
は
大
阪
一
の
繁
華
街
で
す
が
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
関
し
て
は
面
積
・
規
模
に

ま
だ
梅
田
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
買
い

物
や
娯
楽
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
今

後
は
高
機
能
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
増
や
し
、

働
く
場
所
も
提
供
し
、
就
業
人
口
も
確
保
し

て
い
き
た
い
」
と
二
栢
氏
は
言
う
。

２
０
３
１
年
に
「
な
に
わ
筋
線
」
が
開
業

す
る
と
、
関
西
国
際
空
港
と
な
ん
ば
・
梅
田

が
直
結
し
、
新
大
阪
を
含
む
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
大
幅
に
向
上

す
る
こ
と
に
な
る
。

「
な
ん
ば
が
〝
キ
タ
〟
と
直
結
す
れ
ば
、

な
ん
ば
の
通
勤
・
通
学
の
利
便
性
は
高
ま

り
、
沿
線
価
値
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
二
栢
氏
）

２
０
１
８
年
に
は
、
か
つ
て
南
海
が
本
社

を
置
い
て
い
た
南
海
会
館
ビ
ル
跡
地
に
、
複

合
商
業
施
設
「
な
ん
ば
ス
カ
イ
オ
」
を
開
業

1  大阪名物の通天閣。約７割の株を取得し、子会社という形で
NANKAI グループの一員になった。　 2  高野線「新今宮」のホーム
駅名標。副駅名は「＃まいど通天閣（読み：ハッシュタグまいどつ
うてんかく）」。ハッシュタグを副駅名に採用するのは日本初。大阪
らしい挨拶「まいど」に親しみを込めた。　 3  新今宮駅ホームの待
合室。　 4  5  駅構内の装飾。キャラクター「ビリケンだるま」によ
る案内イラストを掲出し、通天閣を目的地とするお客さまが迷わず
向かえるよう視覚的に案内。

1

2

3

4

5

5

通天閣も活用したなん
ば～新今宮～新世界回
遊ルートの整備
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え
て
き
ま
し
た
」

日
本
人
、
外
国
人
の
双
方
が
住
み
や
す
い

と
思
え
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｉ
で
は
、
こ
う
し
た
地
道
な
取
り
組
み

を
沿
線
各
地
で
行
っ
て
き
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
作
る
の
に
、
彼
ら
は

食
材
を
遠
く
ま
で
買
い
出
し
に
行
く
必
要
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
知
り
、
ネ
パ
ー

ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
方
に

声
を
か
け
、
金
剛
駅
舎
内
の
テ
ナ
ン
ト
に
ネ

パ
ー
ル
食
材
と
ス
パ
イ
ス
の
店
を
誘
致
し
ま

し
た
。
そ
の
店
が
ネ
パ
ー
ル
料
理
を
提
供
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
人
客
も
訪
れ
る
よ

う
に
な
り
、
店
が
文
化
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
な
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
が
、
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

将
来
的
に
は
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
専

用
住
宅
の
開
発
も
計
画
し
て
い
る
。

「
関
西
国
際
空
港
と
沿
線
を
つ
な
ぐ
私
た

ち
が
、
外
国
人
が
ス
ト
レ
ス
な
く
暮
ら
せ
る

環
境
の
整
備
を
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
、『
こ

こ
に
住
み
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る
は
ず

で
す
。
今
後
は
そ
う
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
展

開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
二
栢
氏
）

分
社
化
が
生
む 

「
別
人
格
」の
シ
ナ
ジ
ー

二
栢
氏
は
、
分
割
に
よ
っ
て
鉄
道
事
業
と

不
動
産
関
連
事
業
が
〝
別
人
格
〟
と
な
っ
た

こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
内
に
健
全
な
緊
張
感
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

「
鉄
道
事
業
が
分
社
化
す
る
前
は
、〝
全
体

最
適
〟
の
も
と
に
ど
ち
ら
か
が
我
慢
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、
お
互
い
に
貸
す
・
借

り
る
と
い
う
立
場
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
難
波
駅
で
も
、〝
こ
こ
は
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
〟〝
こ
こ
は
南
海
電
鉄
〟
と
管
轄
が
は
っ

き
り
分
か
れ
て
い
ま
す
。
賃
料
の
設
定
ひ
と

つ
を
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
真
剣
な
協
議
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
た
ち
の
利

益
を
最
大
化
し
よ
う
と
知
恵
を
絞
り
、
そ
の

う
え
で
対
等
に
話
し
合
え
ば
い
い
。
全
体
の

た
め
に
我
慢
ば
か
り
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

社
員
の
士
気
も
上
が
り
ま
せ
ん
か
ら
」

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
異
な
っ
た
と
し
て

も
、
目
指
す
先
は
「
沿
線
価
値
向
上
」
と
い

う
共
通
の
ゴ
ー
ル
だ
。

「
鉄
道
事
業
と
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
上
下

関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
３
３
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
金
剛
駅
の

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
、
分
社
化
し
た
状
態

で
計
算
す
る
と
、
両
社
の
採
算
性
に
は
か
た

よ
り
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
最

後
は
協
力
し
な
い
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立
た

な
い
と
い
う
認
識
を
共
有
で
き
て
い
れ
ば
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
競
争
力
は
高
ま
る
は
ず
で

す
。
真
剣
な
議
論
を
戦
わ
せ
な
が
ら
、
い
い

沿
線
を
つ
く
っ
て
い
く
の
が
新
し
い
Ｎ
Ａ
Ｎ

Ｋ
Ａ
Ｉ
の
使
命
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

二
栢
氏
の
言
葉
に
は
、
鉄
道
会
社
の
矜
持

を
保
ち
な
が
ら
、
沿
線
を
大
切
に
す
る
と
い

う
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
確
固
た
る
想
い
が
表
れ

て
い
た
。

「グレーターなんば構想」は、商業・観光・文化が交錯するなんば
エリアを、交通ハブに留まらず、「アジア No.1 の訪れたいまち」と
いうグレーター（greater）な都市空間へと導く構想。特に、５つの
重点スポットでは、それぞれの特性に合った構想を推進していく。

6  金剛駅のネパー
ル 料 理 店「LOVE 
NEPAL」。文化交流
の場としても人が集
まる。　 7  多文化共
生 イ ベ ント で「 モ
モ」などのネパール
料理を作る様子。　
8  店内には、日本
のスーパーでは手に
入らない珍しい調味
料や食材が並ぶ。8

7

6

■グレーターなんばエリアマップ
　５つの重点スポット

3

1
2

4

難波千日前
プロジェクトの推進

既存物件の
収益強化

新駅を見据えた
構想の具体化

歩行者空間の
活性化
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高
野
山
へ
の
旅
を 

「
移
動
価
値
」に
変
え
る
挑
戦

２
０
２
６
年
４
月
24
日
、
南
海
電
鉄
に
新

た
な
観
光
列
車
「
Ｇグ

ラ

ン

Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
が
デ

ビ
ュ
ー
し
た
。　

大
阪
・
な
ん
ば
と
世
界
遺
産
・
高
野
山
を

結
ぶ
こ
の
列
車
は
、
か
つ
て
橋
本
～
極
楽
橋

駅
間
（
約
19
・
８
㎞
）
で
定
期
運
行
し
た
観

光
列
車
「
天
空
」
の
後
継
に
あ
た
る
が
、
運

行
区
間
は
大
幅
に
伸
長
し
、
難
波
～
極
楽
橋

駅
間
（
約
63
・
６
㎞
）
を
走
行
す
る
。

こ
の
列
車
に
つ
い
て
、
今
中
氏
は
「
単
な

る
移
動
手
段
で
は
な
く
、
高
野
山
へ
の
旅
の

時
間
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
列
車

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。『
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
』

か
ら
、
自
然
・
伝
統
・
文
化
・
食
と
い
っ
た

沿
線
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
の
魅
力
を
発

信
し
、
国
内
外
の
お
客
さ
ま
の
利
用
拡
大
、

さ
ら
に
は
鉄
道
事
業
の
収
益
力
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
懸
け
て
い
る
。

主
な
想
定
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
移
動
時
の
快

適
性
や
特
別
感
を
求
め
る
層
、
そ
し
て
上
質

な
観
光
体
験
を
求
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
だ

と
い
い
、
現
状
で
は
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
米
か
ら
の
旅
行

安
全
を
礎
に

多
様
な「
移
動
価
値
」を

創
造
す
る

　

関
西
国
際
空
港
や
、
世
界

遺
産
・
高
野
山
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
担
う
南
海
電
気
鉄
道

（
以
下
、
南
海
電
鉄
）。
安
全

運
行
と
い
う
不
変
の
使
命
を

守
り
な
が
ら
、
観
光
列
車

「
Ｇグ

ラ

ン

Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
の
投
入
や

難
波
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
、
次
々
と
新
し
い
挑
戦
を

仕
掛
け
て
い
る
。
観
光
列
車

の
投
入
か
ら
技
術
伝
承
ま
で
、

安
全
を
守
り
な
が
ら
新
た
な

「
移
動
価
値
」
を
創
造
す
る
。

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
常

務
取
締
役
・
鉄
道
本
部
長
の

今
中
雄
一
氏
に
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／

撮
影
◉
加
藤
有
紀
／

写
真
画
像
提
供
◉
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ

Ｉ
・
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

南海電気鉄道株式会社 
常務取締役・鉄道本部長

今中雄一
Yuichi IMANAKA

GRAN 天 空 2 号 車の車
内。車窓からの景色を
満喫できるワイドビュー
シートを装備。

（右）GRAN 天空の走行風景。
／（左）GRAN 天空専用の「０
番のりば」。

REPORT.2
新
生「
南
海
電
気
鉄
道
」×「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」始
動
!!

特
　
集
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れ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
独
特
の
高
揚
感
が

漂
っ
て
い
た
。
列
車
の
到
着
を
待
つ
人
々
は

皆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ
メ
ラ
を
持
ち
列
車

の
入
構
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
列
車
が

ゆ
っ
く
り
と
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん
で
く
る
と
、

皆
一
斉
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ
ン
を
押
し
始
め
、

利
用
客
の
期
待
値
の
高
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

随
所
に
み
ら
れ
る 

沿
線
と
の
つ
な
が
り

４
両
編
成
の
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
は
、

快
適
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ー
ト
を
備
え
た
１
号

車
、
車
窓
か
ら
の
風
景
を
存
分
に
楽
し
め
る

ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
シ
ー
ト
を
備
え
た
２
号
車
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
軽
食
を
販
売
す
る

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
を
備
え
る
３
号
車
、

そ
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
食
事
が
で
き
る
ソ

フ
ァ
席
と
テ
ー
ブ
ル
を
備
え
る
グ
ラ
ン
シ
ー

ト
お
よ
び
グ
ラ
ン
シ
ー
ト
プ
ラ
ス
を
備
え
た

４
号
車
か
ら
な
る
。
各
車
両
に
は
、
内
装
の

各
所
に
沿
線
ゆ
か
り
の
も
の
や
伝
統
的
工
芸

品
が
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
３
号
車
の

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
背
面
の
レ
ン
ガ
は
、

か
つ
て
難
波
駅
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
と

い
う
。
４
号
車
の
ド
ア
に
は
伝
統
的
工
芸
品

「
大
阪
欄ら

ん

間ま

」
の
組く

み

子こ

細ざ
い

工く

を
意
匠
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
だ
わ
り
が

全
面
的
に
施
さ
れ
て
お
り
、
車
内
は
乗
車
を

通
じ
て
沿
線
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
や

伝
統
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
、
特
別
な
空
間
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
４
号
車
で
は
、
沿
線
で
人
気
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「G

enji

」
の
シ
ェ
フ
で
、〝
絶
対

者
が
多
い
と
い
う
。

企
画
・
開
発
に
お
い
て
は
、
車
両
の
完
成

が
運
行
開
始
時
期
直
前
ま
で
ず
れ
込
む
な
ど

の
苦
労
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
運
行
開
始
時

に
は
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
取
り
上
げ
ら
れ
注
目

を
集
め
た
。
本
誌
の
取
材
時
点
（
２
０
２
６

年
７
月
９
日
）
で
は
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
２
カ
月

が
経
過
し
て
い
た
が
、
当
初
の
予
想
を
上
回

る
反
響
が
あ
る
と
い
う
。

取
材
で
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
専
用
ホ
ー

ム
で
あ
る
難
波
駅
の
「
０
番
の
り
ば
」
を
訪

味
覚
〟
の
持
ち
主
で
あ
る
元
川
篤
シ
ェ
フ
が

監
修
し
た
料
理
が
提
供
さ
れ
る
。
和
歌
山
県

紀
の
川
市
桃
山
町
（
旧
安
楽
川
村
）
の
桃
の

ジ
ュ
ー
ス
や
、
河
内
長
野
の
地
酒
な
ど
と
と

も
に
、
沿
線
の
豊
か
な
恵
み
が
皿
の
上
を
彩

る
。「
食
事
か
ら
も
、
南
海
沿
線
に
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
今
中
氏
が
話
す
よ
う
に
、
一
品
一

品
に
南
海
電
鉄
の
沿
線
へ
の
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
制
服
は
、
沿

線
の
岸
和
田
市
出
身
で
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
あ
る
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
氏
が
手
が
け
た
も

の
だ
。
コ
シ
ノ
氏
と
は
、
同
社
の
創
業
１
４

０
周
年
を
機
に
一
新
し
た
駅
係
員
、
運
転

士
・
車
掌
な
ど
の
制
服
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し

て
い
た
だ
い
た
縁
が
あ
る
と
い
う
。

沿
線
の
素
材
や
技
術
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
た
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
は
、
南
海
グ
ル
ー
プ
が
目
指
す
沿
線

価
値
向
上
に
も
寄
与
す
る
列
車
と
な
っ
て
い

る
。

（上）３号車のロビーラウンジ。アテンダントスタッフが着用し
ているのが、コシノジュンコ氏デザインの制服。／（左）上質な
移動時間を生み出す４号車のグランシート。

2025 年４月、創業 140 周年を機に一新したコシノジュンコ氏
デザインの制服・作業服。

４号車で提供さ
れるランチ（左）
とアフタヌーン
ティー（右）。
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移
動
価
値
を
向
上
す
る 

駅
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

駅
施
設
の
段
階
的
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
進

め
て
い
る
。
２
０
２
５
年
９
月
に
は
、
難
波

駅
２
階
中
央
改
札
口
（
改
札
内
コ
ン
コ
ー

ス
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
実
施
さ
れ
た
。

「
駅
２
階
の
中
央
改
札
口
は
、
３
階
の
北

改
札
口
に
比
べ
る
と
、
ど
う
し
て
も
地
味
な

印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
ざ
っ
と
比
較
す
る

と
、
利
用
客
の
割
合
は
７
対
３
く
ら
い
で
、

北
改
札
口
の
ほ
う
が
、
圧
倒
的
に
利
用
者
数

が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
、『
な
ん
ば

パ
ー
ク
ス
』
や
『
な
ん
ば
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
』、『
な

ん
ば
ス
カ
イ
オ
』
と
い
っ
た
商
業
施
設
に
向

か
う
に
は
、
実
は
便
利
な
改
札
口
で
す
。
そ

の
価
値
を
し
っ
か
り
知
っ
て
い
た
だ
き
、
回

遊
性
を
高
め
た
い
と
思
い
、
今
回
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
」

白
を
基
調
と
す
る
新
た
な
コ
ン
コ
ー
ス
は
、

明
る
く
洗
練
さ
れ
た
印
象
だ
。「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ 

天
空
」
が
発
着
す
る
「
０
番
の
り
ば
」
に
つ

な
が
る
階
段
そ
ば
に
は
、
そ
の
乗
客
の
利
用

を
意
識
し
た
休
憩
室
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

快
適
な
空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
。

「
お
客
さ
ま
に
ル
ー
ト
を
変
え
て
い
た

だ
く
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
認
知
が
広
ま
り
、
少

し
ず
つ
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
も
含
め
、
２
階
を
使
う
利
便
性
や
楽
し
さ

が
徐
々
に
浸
透
し
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
今
中
氏
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の「
質
」に
応
え
る 

案
内
体
制

沿
線
に
関
西
国
際
空
港
を
持
つ
南
海
電
鉄

に
と
っ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
も
重
要
な

経
営
課
題
の
ひ
と
つ
だ
。
こ
れ
ま
で
も
「
案

内
体
制
の
強
化
」
と
「
マ
ナ
ー
の
啓
発
」
の

両
輪
で
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

「
平
常
時
の
案
内
は
も
ち
ろ
ん
、
ダ
イ
ヤ

乱
れ
や
振
替
輸
送
と
い
っ
た
異
常
時
の
多
言

語
対
応
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
車
掌
は

４
言
語
（
日
・
英
・
中
・
韓
）
の
定
型
文
が

入
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
、
ボ
タ
ン
ひ
と

つ
で
案
内
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
日
外
国
人
向
け
観
光
情
報
サ
イ
ト

『N
AN

KAI TRAV
EL G

U
ID

E

』
は
15
言

語
に
対
応
し
、
こ
ち
ら
も
異
常
時
の
情
報
発

信
に
活
用
し
て
い
ま
す
」

マ
ナ
ー
対
策
に
お
い
て
は
、
利
用
客
側
の

行
動
も
変
化
し
て
い
る
。
車
内
で
の
大
声
で

の
会
話
や
、
優
先
座
席
前
へ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
放
置
と
い
っ
た
他
の
乗
客
に
迷
惑
と
な
る

行
為
は
、
以
前
に
比
べ
て
か
な
り
目
立
た
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

「
10
年
程
前
と
比
べ
る
と
、
状
況
は
か
な

り
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
複
数
回
訪
日
さ
れ

る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
外
国
人
観
光
客
の
方
が
増

え
、
日
本
の
文
化
に
馴
染
ん
で
い
る
方
が
増

え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

利
用
者
の
国
籍
に
も
変
化
が
表
れ
て
い

る
。
今
中
氏
に
よ
る
と
中
国
か
ら
の
観
光
客

は
２
０
２
５
年
秋
ご
ろ
か
ら
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
が
、
韓
国
・
台
湾
か
ら
の
観
光
客

は
多
い
と
い
う
。
特
に
関
西
国
際
空
港
と
難

リニューアルした難波駅２階
中央改札口（改札内コンコース）
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「
技
術
の
伝
承
」と「
人
の
力
」 

安
全
の
根
幹
を
ど
う
支
え
る
か
？

南
海
電
鉄
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
見

て
き
た
が
、
鉄
道
事
業
に
お
け
る
最
も
重
要

な
使
命
は
、「
安
全
・
安
心
」
の
徹
底
だ
。

そ
の
な
か
で
今
中
氏
が
重
視
す
る
の
は
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故
の
防
止
」

と
「
人
財
育
成
」
だ
と
い
う
。

「
人
は
ミ
ス
を
す
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、

仮
に
ミ
ス
を
し
て
も
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

ら
な
い
仕
組
み
を
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
二
重
三
重
に
用
意
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
」

同
時
に
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
退
職
に
伴

う
技
術
伝
承
の
断
絶
に
つ
い
て
は
、
強
い
危

機
感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
。

「
鉄
道
は
長
年
、
経
験
則
や
暗
黙
知
に
支

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
そ
れ
を

伝
え
ら
れ
る
世
代
が
退
職
を
迎
え
、
次
の
世

代
に
技
術
を
継
承
し
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
本
来
で
き
て
い
た
は

ず
の
工
事
や
作
業
が
で
き
な
く
な
る
リ
ス
ク

が
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
場
で
必

要
な
判
断
力
や
対
応
力
を
、
実
践
的
な
訓
練

を
通
じ
て
い
か
に
身
に
つ
け
て
も
ら
う
か
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

技
術
伝
承
を
難
し
く
す
る
要
因
は
、
世
代

交
代
に
限
ら
な
い
。
働
き
方
に
対
す
る
価
値

観
の
多
様
化
も
、
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

「
一
度
就
職
し
た
会
社
に
勤
め
上
げ
る
の

が
常
識
と
い
う
時
代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
５
、

６
年
か
け
て
育
成
し
た
社
員
が
、
あ
っ
さ
り

転
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま

広
域
連
携
サ
ー
ビ
ス
）」
の
デ
ジ
タ
ル
乗
車

券
の
利
用
も
よ
り
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。

「
国
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
２
０
３

０
年
に
６
０
０
０
万
人
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
の
で
、
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に

対
す
る
営
業
施
策
を
こ
の
先
も
っ
と
考
え
て

い
き
ま
す
」
と
今
中
氏
は
話
す
。

さ
ら
に
今
後
の
課
題
と
し
て
着
目
す
る
の

は
、
特
急
列
車
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
。
南
海

電
鉄
は
、
関
西
の
鉄
道
会
社
の
な
か
で
も
着

席
特
急
の
種
類
が
豊
富
だ
が
、
そ
の
強
み
が

十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。

「
特
急
は
、
ま
だ
ま
だ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
営
業
利
益
を
さ
ら
に
上
げ
て
い
く

余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
今
中
氏
）

波
を
結
ぶ
特
急
ラ
ピ
ー
ト
の
利
用
者
は
韓
国

人
観
光
客
が
多
く
、
全
体
の
６
割
程
度
を
占

め
る
こ
と
も
あ
る
と
今
中
氏
は
語
る
。

「
韓
国
・
台
湾
か
ら
の
お
客
さ
ま
は
、
な

ん
ば
・
心
斎
橋
エ
リ
ア
を
目
指
す
方
が
多

く
、
出
国
前
に
乗
車
券
を
買
わ
れ
る
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
ベ
ト
ナ
ム
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
」

日
本
の
鉄
道
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
て
い
な
い

外
国
人
観
光
客
が
、
改
札
口
で
滞
留
す
る
こ

と
は
多
い
。
利
便
性
向
上
の
た
め
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
乗
車
券
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
タ
ッ
チ
決
済
の
普

及
に
も
力
を
入
れ
る
が
、
他
社
線
へ
の
乗
り

継
ぎ
が
簡
単
な
「
ス
ル
ッ
と
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ

（
関
西
の
鉄
道
・
バ
ス
事
業
者
が
参
加
す
る

た
、
特
に
若
い
世
代
に
は
泊
ま
り
勤
務
が
敬

遠
さ
れ
る
と
い
っ
た
傾
向
も
あ
り
ま
す
」

車
両
や
鉄
道
施
設
に
お
け
る
安
全
・
安
心

の
シ
ス
テ
ム
が
進
歩
し
、
現
場
の
社
員
が
事

故
や
ミ
ス
を
経
験
す
る
機
会
は
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ゆ
え
の
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。

「
ど
れ
だ
け
機
械
化
・
自
動
化
を
進
め
て

も
、
機
械
に
は
で
き
な
い
、
人
が
判
断
す
る

領
域
が
必
ず
残
り
ま
す
。
例
え
ば
、
線
路
の

検
査
は
人
の
経
験
や
感
覚
が
必
要
な
技
術
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
で
し
か
で
き
な
い
判

断
や
感
覚
を
、
次
の
世
代
が
ど
の
よ
う
に
身

に
つ
け
て
い
く
の
か
。
そ
こ
が
今
後
の
大
き

な
課
題
で
す
。
そ
れ
は
、
知
識
と
し
て
教
え

る
だ
け
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
場
で
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
２
０
２
８
年

に
は
新
た
な
研
修
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
予
定

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
教

材
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
過
去
の
事
故

を
題
材
に
安
全
意
識
を
高
め
る
施
設
も
新
設

す
る
。
ま
た
、
施
設
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
化
も
さ
ら
に
推
進
す
る
。

「
天
候
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
ん

な
リ
ス
ク
が
出
て
く
る
の
か
、
デ
ー
タ
で
分

か
れ
ば
、
迅
速
な
対
策
が
打
て
ま
す
。
一
番

の
中
心
は
何
よ
り
安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
中
心
に
お
き
な
が
ら
、
今
後
も
営
業

施
策
や
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」（
今
中
氏
）

南
海
電
鉄
は
、
鉄
道
会
社
の
使
命
を
礎

に
、
新
た
な
価
値
創
造
の
た
め
の
多
角
的
な

努
力
を
続
け
て
い
く
。

■特急・観光列車（路線名と走行区間）

ラピート（南海本線・空港線／難波
駅ー関西空港駅）

サザンプレミアム（南海本線・和歌山港
線／難波駅ー和歌山市駅・和歌山港駅）

泉北ライナー（高野線・泉北線／難波
駅ー和泉中央駅）

めでたいでんしゃ（加太線／和歌山市
駅ー加太駅）

こうや（高野線／難波駅ー極楽橋駅）

りんかん（高野線／難波駅ー橋本駅）
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Ａ
Ｉ
の
岡
嶋
信
行
社
長
と
直
接
対
話
で
き
る

な
ど
、
役
職
関
係
な
く
グ
ル
ー
プ
会
社
で
も

オ
ー
プ
ン
に
参
加
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
役
員
・
管
理
職
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
ネ
ル
で
対
話
を
行
う
。

こ
う
し
た
場
づ
く
り
の
前
線
に
立
つ
の

が
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
人
事
部
の
小
島
晴せ

い

子こ

氏

と
田
頭
亜あ

佳か

音ね

氏
だ
。

「『
認
知
／
理
解
・
共
感
・
実
践
』
と
い
う

ス
テ
ッ
プ
を
、
螺ら

旋せ
ん

を
描
く
よ
う
に
繰
り
返

し
な
が
ら
浸
透
し
て
い
く
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
小
島
氏
は
語
る
。

そ
の
伝
播
の
起
点
と
し
て
考
え
て
い
る
の

が
管
理
職
へ
の
浸
透
で
あ
る
。

「
シ
シ
ン
が
示
す
社
会
的
使
命
や
行
動
指

針
が
、
業
務
に
ど
う
繋
が
っ
て
い
る
の
か

を
、
ま
ず
管
理
職
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
自
分
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
播
さ

せ
て
い
く
段
階
」
と
田
頭
氏
が
言
う
よ
う

に
、
管
理
職
を
結
節
点
に
、
現
場
へ
と
浸
透

さ
せ
て
い
く
設
計
だ
。

ま
だ
こ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
が
、
社
内
の
対
話
や
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
も
シ
シ
ン
が
少
し
ず
つ
浸

透
し
は
じ
め
て
い
る
実
感
を
得
て
い
る
と
い

う
。と

は
い
え
、
９
４
０
０
人
超
の
グ
ル
ー
プ

全
社
員
に
浸
透
さ
せ
る
と
な
れ
ば
、
ゴ
ー
ル

ま
で
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
長
い
。「
受
講

者
の
反
応
、
社
内
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
小
島

氏
が
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤

は
続
く
こ
と
に
な
る
。

理
念
浸
透
の
カ
ギ
は「
対
話
」

「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
シ
シ
ン
（
以
下
、
シ
シ

ン
）」
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
社
会
的
使
命
や

行
動
指
針
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、「
鉄
道

Ｍ
Ｖ
Ｖ
（
以
下
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ
）」
は
分
社
化
し

た
南
海
電
気
鉄
道
が
策
定
し
た
、
よ
り
現
場

に
即
し
た
道
標
だ
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
も
経
営

理
念
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
南
海
人
五
則
』

を
は
じ
め
、
方
針
が
複
数
存
在
し
、
社
員
に

と
っ
て
拠
り
ど
こ
ろ
が
わ
か
り
に
く
い
状
態

だ
っ
た
。
な
か
に
は
、
今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
表
現
も
残
っ
て
お
り
、
今
回
の
分
社
化

を
契
機
と
し
て
、
整
理
・
再
定
義
が
行
わ
れ

た
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
社
会
的
使

命
は
、
私
た
ち
は
、
地
域
を
起
点
に
人
々
と

向
き
合
い
、「
し
あ
わ
せ
な
く
ら
し
」
を
育

み
、
広
げ
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
ま
す
と
し
た
。

現
在
、
シ
シ
ン
を
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
全
体
へ
浸
透
さ
せ
る
取
り
組
み
が
段
階
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
全
社
員
に
浸
透
し
、

各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
〝
自
分
ご

と
〟
と
し
て
捉
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に

な
る
、
そ
れ
が
目
指
す
姿
だ
。

一
方
的
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
は
な
か

な
か
響
か
な
い
。
い
か
に
多
く
の
人
を
巻
き

込
み
、
自
分
ご
と
に
で
き
る
か
が
カ
ギ
に
な

る
。
だ
か
ら
こ
そ
核
と
な
る
の
が
、
人
事
部

が
主
導
す
る
徹
底
し
た
「
対
話
」
に
よ
る
理

解
促
進
だ
。

例
え
ば
、
シ
シ
ン
の
浸
透
・
実
践
を
目

的
と
し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
」
と
呼
ば
れ
る
取
り
組
み
は
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

分
社
化
で
進
み
出
し
た

N
A
N
K
A
I
シ
シ
ン・

鉄
道
M
V
V

　

２
０
２
６
年
４
月
１
日
、
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
体
制
刷
新
を
機
に
、
グ
ル
ー
プ

が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
シ
シ
ン
」

と
「
鉄
道
Ｍ
Ｖ
Ｖ
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
）」
で
あ
る
。
５
名
の
担
当
者

に
、
そ
の
戦
略
と
現
場
に
芽
生
え
つ
つ
あ
る
変
化
を
聞
い
た
。

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
加
藤
有
紀
／
写
真
画
像
提
供
◉
株
式
会
社
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
・
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

株式会社 NANKAI 
ブランド＆コミュニケーション部 課長補佐

寺田衣里
Eri TERADA

南海電気鉄道株式会社 
経営戦略部 課長補佐

沖野沙帆
Saho OKINO

株式会社 NANKAI 
人事部 人財・組織開発担当 課長補佐

田頭亜佳音
Akane TAGASHIRA

株式会社 NANKAI 
人事部 人財・組織開発担当 課長補佐

小島晴子
Seiko KOJIMA

株式会社 NANKAI 
ブランド＆コミュニケーション部 上級主任

角谷彩織
Saori KAKUTANI

（左から寺田氏、沖野氏、田頭氏、小島氏、角谷氏）
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新
生「
南
海
電
気
鉄
道
」×「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」始
動
!!

特
　
集
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ち
で
、「
愛
さ
れ
続
け
る
鉄
道
へ
！
行
動
強

化
期
間
」
と
し
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ
の
「
行
動
指
針
」

の
中
の
３
つ
の
行
動
「
安
全
・
安
心
」、「
お

も
て
な
し
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

社
員
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
行
動
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
た
。

沖
野
氏
が
「
全
員
に
自
ら
の
行
動
指
針
を

書
き
出
し
て
も
ら
っ
た
」
と
振
り
返
る
よ
う

に
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ
と
自
ら
の
行
動
を
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
徹
底
し
た
と
い
う
。

そ
の
成
果
は
数
字
に
も
表
れ
た
。

従
来
か
ら
あ
っ
た
、
社
員
同
士
で
感
謝
や

賞
賛
を
伝
え
合
う
「̒
な
ん
か
い
い
ね
カ̓
ー

ド
」
の
期
間
中
の
活
用
件
数
が
、
例
年
５
０

０
～
６
０
０
通
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
約
１
５
０

現
場
と
経
営
を
つ
な
ぐ 

１
５
２
回
の「
対
話
」の
力

Ｍ
Ｖ
Ｖ
は
い
わ
ば
、
グ
ル
ー
プ
の
社
会
的

使
命
を
鉄
道
の
現
場
で
具
体
化
す
る
た
め
の

翻
訳
版
だ
。
南
海
電
気
鉄
道
経
営
戦
略
部
の

沖
野
沙
帆
氏
は
、
そ
の
浸
透
策
を
推
進
す

る
。
分
社
化
に
先
立
っ
て
２
０
２
５
年
度
か

ら
全
社
員
を
対
象
に
、「
Ｍ
Ｖ
Ｖ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
実
施
。
南
海
電
気
鉄
道
の
梶
谷
社

長
を
は
じ
め
、
役
員
や
部
長
が
直
接
現
場
に

赴
き
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
社
員
と
対
話
し

て
き
た
。
そ
の
数
は
１
５
２
回
に
及
ぶ
。

２
０
２
６
年
度
は
、
毎
年
春
に
行
う
Ｃ
Ｓ

行
動
強
化
期
間
を
Ｍ
Ｖ
Ｖ
に
紐
づ
け
る
か
た

０
通
へ
と
大
幅
に
増
え
た
の
だ
。

こ
の
数
字
の
伸
び
は
、
社
員
の
意
識
に
変

化
が
表
れ
始
め
た
ひ
と
つ
の
証
左
だ
ろ
う
。

同
社
の
よ
う
に
歴
史
あ
る
企
業
が
社
風
を
変

え
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
１
５
２
回
の

対
話
に
象
徴
さ
れ
る
地
道
な
活
動
の
積
み
重

ね
こ
そ
が
近
道
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

内
外
へ
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

分
社
化
を
機
に
、
社
内
外
に
向
け
た
イ

メ
ー
ジ
刷
新
に
も
動
き
出
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
取
り
組
み
が
十
分
に
進
め
ら
れ
な
い

時
期
も
あ
っ
た
が
、
分
社
化
は
絶
好
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ａ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
の
寺
田
衣
里
氏
は
、

「
従
来
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー

ガ
ン
『̒
な
ん
か
い
い
ね
が̓
あ
ふ

れ
て
る
』
は
変
え
る
こ
と
な
く
、

シ
シ
ン
で
示
さ
れ
た
社
会
的
使
命

『
し
あ
わ
せ
な
く
ら
し
』
を
育
む
と

い
う
意
志
を
込
め
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル

や
コ
ピ
ー
を
再
設
計
し
、
新
体
制

で
の
ス
タ
ー
ト
を
発
信
し
ま
し
た
」

と
語
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
、
青
空
を
背

景
に
、
南
海
と
な
ん
ば
の
双
方
を

象
徴
す
る
南
海
ビ
ル
を
メ
イ
ン
の

モ
チ
ー
フ
と
し
て
採
用
（
上
図
）。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ら
し
さ
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
へ
の
想
い
を
表
現
し

た
。
同
部
の
角か

く

谷た
に

彩
織
氏
は
、
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。

「
認
知
拡
大
だ
け
で
な
く
、
社
内
外
と
も

に
共
感
と
好
感
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
大

切
に
し
ま
し
た
。
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

92
％
の
好
感
度
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
客

さ
ま
を
対
象
に
し
た
調
査
で
も
よ
い
結
果
が

出
て
い
ま
す
」（
角
谷
氏
）

「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
シ
シ
ン
」を 

次
世
代
の
力
に

昨
今
、
鉄
道
業
界
は
深
刻
な
人
手
不
足
に

直
面
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
内
外

に
公
表
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
シ
シ
ン
は
採

用
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
。
な
ぜ

な
ら
、「
そ
の
会
社
で
社
会
に
貢
献
で
き
る

か
、
自
分
を
高
め
ら
れ
る
か
」
を
見
て
、
就

職
先
を
選
ぶ
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
裏
を
返
せ
ば
、
社
会
的
使
命
を
明
確
に

し
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
風
土
を
整

え
な
け
れ
ば
、
人
材
確
保
に
お
け
る
競
争
力

を
失
う
こ
と
に
な
る
。

南
海
電
鉄
は
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ
に
「
あ
り
た
い
姿

（
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）」
と
し
て
「
安
全
・
安
心

を
礎
に
、
愛
さ
れ
続
け
る
鉄
道
」
を
掲
げ

る
。
従
業
員
ブ
ラ
ン
ド
調
査
で
は
、
会
社
に

対
す
る
愛
着
が
強
い
層
が
一
定
数
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
こ
の
「
南
海
愛
」
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
沿
線
に
愛
さ
れ
る

原
動
力
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
の
仲

間
を
惹
き
つ
け
る
力
に
な
る
に
違
い
な
い
。

分
社
化
と
い
う
歴
史
的
な
転
機
を
迎
え
、

新
た
な
動
き
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。
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都
心
の
秋
葉
原
駅
と
研
究
学
園
都
市
つ

く
ば
駅
の
間
、
全
長
58
・
3
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
結
ぶ
の
が
「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

（
T
X
）
だ
。
現
在
、
東
京
都
に
7
駅
、
埼

玉
県
に
2
駅
、
千
葉
県
に
5
駅
、
茨
城
県
に

6
駅
を
擁
す
。「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
名
が

表
す
通
り
、
秋
葉
原
～
つ
く
ば
間
を
最
高
速

度
時
速
1
3
0
キ
ロ
、
最
短
45
分
で
結
ぶ
。

T
X
を
運
営
す
る
の
は
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
株
式
会
社
。
沿
線
の
都
県
・
市
区
と
民

間
企
業
な
ど
が
共
同
出
資
す
る
第
三
セ
ク

タ
ー
だ
。
１
９
９
１
年
3
月
に
設
立
し
、
約

14
年
半
後
の
２
０
０
５
年
8
月
に
T
X
を

開
業
さ
せ
た
。

開
業
ま
で
の
経
緯
は
、
行
政
の
施
策
な
し

に
語
れ
な
い
。
1
9
8
5
年
7
月
、
当
時

の
運
輸
省
に
置
か
れ
た
運
輸
政
策
審
議
会
は

「
東
京
圏
に
お
け
る
高
速
鉄
道
を
中
心
と
す

る
交
通
網
の
整
備
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の

答
申
で
、
常
磐
新
線
（
T
X
）
の
整
備
は
常

磐
線
混
雑
緩
和
な
ど
の
た
め
の
喫
緊
の
課
題

と
し
た
。

社
会
課
題
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
首
都
圏

に
お
け
る
宅
地
の
確
保
も
求
め
ら
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
国
は
１
９
８
９
年
9
月
、
後
述

す
る
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
宅
地
開
発
及

び
鉄
道
整
備
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」（
宅
鉄
法
）
を
施
行
し
、
沿
線
開

発
を
促
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
鉄
道
整
備
事
業
が

推
進
さ
れ
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社

の
設
立
、
そ
し
て
T
X
開
業
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
鉄
道
施
設
の
建
設
は
、
日
本
鉄
道

つくば

秋葉原

浅草
南千住

八潮

南流山

守谷

みらい平

みどりの

万博記念公園

研究学園

流山セントラルパーク
流山おおたかの森
柏の葉キャンパス

柏たなか

三郷中央

青井
六町

新御徒町

北千住

取材・文●漆原次郎　取材・文●漆原次郎　撮影◉加藤有紀撮影◉加藤有紀

「つくばエクスプレス（TX）」は、沿線まちづくりと鉄道建設が「つくばエクスプレス（TX）」は、沿線まちづくりと鉄道建設が

一体的に進められる計画のもと開業した路線。一体的に進められる計画のもと開業した路線。

これにより沿線地域は順調に発展し、輸送人員を増やしている。これにより沿線地域は順調に発展し、輸送人員を増やしている。

一方で、未来を見据え、2050年を視野に沿線活性化に取り組んでいる。一方で、未来を見据え、2050年を視野に沿線活性化に取り組んでいる。

まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展

205 0年ビジョンで205 0年ビジョンで
未来 を見据えた未来 を見据えた
地域 活性化に取り組む地域 活性化に取り組む

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
株
式
会
社
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建
設
公
団
（
現
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
）
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
、
首

都
圏
新
都
市
鉄
道
は
公
団
か
ら
鉄
道
施
設
の

譲
渡
を
受
け
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
自

社
拠
出
金
以
外
の
建
設
費
を
譲
渡
後
40
年
に

わ
た
る
割
賦
で
機
構
に
支
払
っ
て
い
る
。

従
来
の
地
域
開
発
で
は
、
ま
ず
「
鉄
道
開

通
」
が
な
さ
れ
、
後
追
い
的
に
「
ま
ち
づ
く

り
」
が
展
開
さ
れ
る
。
一
方
、
T
X
沿
線

地
域
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
施
設
建
設

が
一
体
的
に
な
さ
れ
た
。

「
用
地
が
計
画
的
に
揃
い
、
整
理
さ
れ
た

住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
で
特

色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
多
様
性

あ
る
ま
ち
が
形
成
さ
れ
た
と
見
て
い
ま
す
。

開
業
数
年
で
ご
利
用
客
数
は
堅
実
な
も
の
と

な
り
、
そ
の
後
の
沿
線
地
域
の
人
口
も
増
え

て
い
ま
す
」

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
で
経
営
戦
略
課
長
を

務
め
る
田
代
圭
佑
氏
は
こ
う
話
す
。
で
は
、

ど
の
よ
う
な
施
策
の
も
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

と
鉄
道
施
設
建
設
が
一
体
的
に
進
め
ら
れ
た

ま
ち
づ
く
り
と
鉄
道
建
設
が
一
体
化

の
か
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
前
述
の
特
措
法

「
宅
鉄
法
」
の
施
行
と
、
こ
の
法
に
基
づ
い

た
計
画
・
事
業
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

宅
鉄
法
は
、
沿
線
地
域
開
発
と
鉄
道
整
備

を
一
体
的
に
進
め
、
多
く
の
住
宅
・
宅
地
を

供
給
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
法
律
だ
。
現
時

点
で
法
適
用
を
受
け
た
事
例
は
T
X
の
み
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
鉄
道
整
備
と
ま
ち
づ
く

り
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
着
手
さ
れ
た
。

法
に
基
づ
い
た
計
画
に
よ
り
、
重
点
地

域
、
そ
の
中
に
施
行
地
区
、
さ
ら
に
そ
の
中

に
鉄
道
施
設
区
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
上

で
、
同
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
「
一
体
型

土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
フ
ロ
ー
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
だ
。

第
1
段
階
。
住
宅
、
公
益
施
設
、
鉄
道
の

各
用
地
を
生
み
だ
す
た
め
、
自
治
体
や
都
市

再
生
機
構
（
前
身
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
）

な
ど
が
施
行
地
区
内
の
土
地
を
「
先
買
い
」

す
る
。
第
2
段
階
。「
先
買
い
」
し
た
用
地

を
、
鉄
道
施
設
区
に
「
集
約
換
地
」、
つ
ま
り

ま
と
ま
て
土
地
交
換
す
る
。
第
3
段
階
。
鉄

道
お
よ
び
公
共
施
設
の
整
備
・
建
設
を
経
て
、

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
完
成
を
迎
え
る
。

T
X
沿
線
の
埼
玉
県
内
4
地
区
、
千
葉

県
内
7
地
区
、
茨
城
県
内
8
地
区
で
は
、
主

に
こ
の
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
の
も
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

T
X
沿
線
地
域
の
う
ち
、
前
述
の
一
体

型
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
八
潮
・

三
郷
・
流
山
・
柏
・
守
谷
・
つ
く
ば
み
ら

い
・
つ
く
ば
の
各
市
の
人
口
は
、
現
在
い
ず

れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
な
ど
が
あ
る
流
山
市
は
、
２

０
１
６
年
か
ら
6
年
連
続
で
人
口
増
加
率
1

位
に
な
る
な
ど
伸
び
が
著
し
い
。

「
子
育
て
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
周

囲
の
自
治
体
も
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
T
X
沿
線
全
体
が
子
育
て
し
や
す
い

地
域
と
い
っ
た
印
象
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

経
営
戦
略
課
主
任
の
川
村
実
優
氏
は
話
す
。

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
自
体
も
、
駅
の
敷
地

や
鉄
道
の
高
架
下
な
ど
の
保
有
地
の
開
発

や
、
非
保
有
地
で
の
他
事
業
者
と
の
連
携
な

ど
で
、沿
線
の
魅
力
度
向
上
に
努
め
て
き
た
。

「
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
周
辺
で
は
、
住

み
や
す
い
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
安
心

沿
線
人
口
増
に
混
雑
緩
和
策

感
と
誇
り
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境

整
備
を
し
て
お
り
、
高
架
下
に
小
さ
な
森
の

道
『
グ
リ
ー
ン
パ
ス
』
を
つ
く
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
ま
た
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
（
柏

市
）
周
辺
で
は
、
柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
（
U
D
C
K
）
と
い
う
公
民
学

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
拠
点
の
運
営
に

参
画
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
」（
田
代
氏
）

沿
線
地
域
の
魅
力
度
向
上
な
ど
に
よ
る
人

口
増
は
輸
送
人
員
の
増
加
に
反
映
さ
れ
、
混

雑
率
の
推
移
に
も
影
響
す
る
。
T
X
の
混

雑
率
は
、
最
混
雑
区
間
「
青
井
駅
→
北
千
住

駅
」
を
例
に
と
る
と
、
最
高
は
２
０
１
９
年

の
１
７
１
％
で
、
２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
落
ち
こ
ん
だ
後
、
再

び
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
の
運
転
本
数

を
増
や
す
な
ど
し
て
混
雑
緩
和
を
図
っ
て
き

た
。
加
え
て
、
２
０
１
９
年
に
実
施
を
決
定

し
、
進
行
中
な
の
が
「
8
両
編
成
化
事
業
」

だ
。
抜
本
的
な
混
雑
緩
和
対
策
お
よ
び
、
列

車
の
定
時
運
行
確
保
を
目
的
に
、
２
０
３
０

年
代
前
半
の
8
両
編
成
車
両
運
行
開
始
を
目

指
す
。

「
ホ
ー
ム
延
伸
工
事
の
ほ
か
、
新
造
車
両

T
X
︲
４
０
０
０
系
の
検
討
や
総
合
基
地
内

留
置
線
の
延
伸
・
車
両
運
用
に
対
応
す
る
た

め
の
総
合
基
地
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
」

混
雑
緩
和
で
は
ほ
か
に
、
朝
ラ
ッ
シ
ュ
の

時
間
帯
の
利
用
分
散
を
狙
い
、
オ
フ
ピ
ー
ク

利
用
の
促
進
策
を
進
め
て
い
る
。
T
X
ア

プ
リ
に
よ
る
混
雑
情
報
提
供
の
検
討
の
ほ

か
、
２
０
２
６
年
5
月
か
ら
7
月
に
か
け

つくば

秋葉原

浅草
南千住

八潮

南流山

守谷

みらい平

みどりの

万博記念公園

研究学園

流山セントラルパーク
流山おおたかの森
柏の葉キャンパス

柏たなか

三郷中央

青井
六町

新御徒町

北千住

まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展まちづくりと鉄道建設の一体化で沿線が発展

205 0年ビジョンで205 0年ビジョンで
未来 を見据えた未来 を見据えた
地域 活性化に取り組む地域 活性化に取り組む

みどりの駅～万博記念公園駅間を
走行するつくばエクスプレス
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て
、
平
日
始
発
か
ら
午
前
6
時
30
分
ま
で
に

対
象
駅
間
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ

チ
決
済
に
よ
る
「
ク
レ
カ
乗
車
」
を
す
る

と
、
普
通
旅
客
運
賃
か
ら
20
％
を
割
引
す
る

実
証
実
験
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

田
代
氏
と
川
村
氏
に
話
を
聞
い
た
数
日

後
、
秋
葉
原
駅
か
ら
T
X
に
乗
車
し
て
み

た
。
秋
葉
原
駅
の
時
刻
表
で
は
、
平
日
は
11

時
台
か
ら
16
時
台
ま
で
、
土
曜
・
休
日
は
10

時
台
か
ら
20
時
台
ま
で
、
毎
時
10
本
、
同
一

パ
タ
ー
ン
の
種
別
・
行
先
だ
。
普
通
は
守
谷

行
き
が
多
く
、
快
速
・
区
間
快
速
は
全
て
つ

く
ば
行
き
。
首
都
圏
の
路
線
で
は
珍
し
く
他

社
線
と
相
互
乗
入
れ
を
し
て
い
な
い
。

出
発
後
、
都
内
で
は
地
下
と
地
上
を
交

互
に
進
む
。
そ
う
い
え
ば
揺
れ
と
騒
音
が
少

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
継
目
の
な
い
ロ
ン
グ

レ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
ト
ン
ネ
ル
・

高
架
橋
・
橋
梁
な
ど
に
よ
り
全
線
に
わ
た
っ

て
踏
切
が
な
い
の
も
特
徴
と
い
え
よ
う
。

埼
玉
県
を
抜
け
、
千
葉
県
に
入
る
と
、
目

に
飛
び
こ
む
緑
の
量
が
増
え
る
。
だ
が
、
駅

に
近
づ
く
と
急
に
マ
ン
シ
ョ
ン
群
に
囲
ま

れ
、
車
窓
に
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る
。
柏
た
な
か

駅
を
過
ぎ
る
と
一
気
に
開
け
た
。
関
東
平
野

を
ひ
た
走
る
。

守
谷
駅
で
の
乗
り
換
え
の
間
、
ホ
ー
ム
端

ま
で
行
く
と
8
両
編
成
化
対
応
の
た
め
の
2

両
分
の
余
地
が
見
え
た
。
守
谷
駅
近
く
の
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
総
合
基
地
で
も
、
8
両

編
成
化
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
が
進
め
ら

み
ど
り
と
ま
ち
の
メ
リ
ハ
リ

れ
て
い
る
と
い
う
。

終
点
つ
く
ば
駅
に
到
着
。
改
札
内
に
展
示

物
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
研
究
学
園
都
市
の
研

究
施
設
に
ち
な
ん
だ
特
別
展
示
を
期
間
限
定

で
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
超
伝
導
加
速
空
洞
、

遺
伝
子
組
換
え
カ
イ
コ
、
宇
宙
服
、
超
合
金

が
展
示
さ
れ
た
。
改
札
を
出
て
一
息
つ
く
。

帰
り
は
、
取
材
で
話
題
に
な
っ
た
柏
の
葉

キ
ャ
ン
パ
ス
駅
と
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
で

下
車
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
駅
の
改
札
口
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
帰
り
を
迎
え
に
き
た
保
護
者

の
人
た
ち
の
姿
が
目
立
つ
。
高
架
下
に
行
く

と
、
い
く
つ
も
の
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が
並
ん
で

い
る
。
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
が
建
築
し
、
三

井
不
動
産
が
運
営
す
る
「
柏
の
葉
か
け
だ
し

横
丁
」
だ
。
そ
の
日
の
仕
事
を
終
え
た
の
で

あ
ろ
う
客
の
姿
が
店
内
に
見
え
る
。
駅
前
に

戻
り
、
U
D
C
K
の
建
物
に
も
寄
っ
て
み

る
。
こ
の
ま
ち
が
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
ジ
オ
ラ
マ
や
、
東
京

大
学
卓
越
教
授
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受

賞
し
た
梶
田
隆
章
氏
の
業
績
紹
介
な
ど
が
目

に
つ
い
た
。

T
X
で
隣
の
流
山
お
お
た
か
の
森
駅
へ
。

❶荒川の鉄橋を渡るつくばエクスプレス（北千住駅～青井駅間）。❷つくばエクスプレス総合基地は 8 両編成化に向けた拡張工
事が進んでいる。（写真提供：首都圏新都市鉄道）❸８両編成に備えたホームの延伸部分（北千住駅）。❹線路に敷かれている
砂利（バラスト）は振動と騒音を吸収するため通常より細かい。❺万博記念公園駅前にある岡本太郎氏作のモニュメント。

❶

❷❸

❹

❺

経営企画部 
経営戦略課主任

川村 実優
Miyu KAWAMURA
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帰
宅
時
間
帯
で
あ
る
こ
と
も
手
伝
っ
て
か
、

改
札
付
近
の
人
の
数
は
想
像
以
上
に
多
い
。

駅
直
結
の
商
業
施
設
「
T
X
グ
ラ
ン
ド
ア

ベ
ニ
ュ
ー
」
で
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
何
組

も
の
高
校
生
た
ち
が
ド
ー
ナ
ツ
片
手
に
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
。
反
対
側
の
高
架
下

に
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
パ
ス
」
に
行
く
と
、
み

ど
り
の
植
物
に
囲
ま
れ
て
癒
や
さ
れ
る
。
２

０
１
８
年
に
新
設
さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
商

業
施
設
と
デ
ッ
キ
で
接
続
さ
れ
た
「
こ
か
げ

テ
ラ
ス
口
」
改
札
か
ら
、
ふ
た
た
び
ホ
ー
ム

に
戻
っ
た
。

T
X
沿
線
の
ま
ち
は
一
斉
開
花
の
ご
と

く
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は

「
経
年
化
」
も
一
斉
に
進
行
し
う
る
と
い
う

こ
と
だ
。
研
究
機
関
に
よ
る
と
、
T
X
沿

線
自
治
体
の
人
口
は
２
０
４
０
年
代
ま
で
増

加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
は
い
る
。

で
は
そ
の
後
、
T
X
の
沿
線
は
、
他
の

地
域
の
新
興
住
宅
地
が
辿
っ
て
い
る
よ
う
な

途
を
辿
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

「
T
X
沿
線
で
は
短
期
間
で
宅
地
が
整
備

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
を
除
け
ば
輸
送
人

員
が
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
裏
を
返
せ
ば
一
斉
に
高
齢
化
し
て
い
く

お
そ
れ
が
あ
る
わ
け
で
す
。
他
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
同
様
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
沿
線
が

活
性
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
い
ま
私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
『
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
』

地
域
連
携
で
未
来
を
創
造
し
て
い
く

に
よ
る
沿
線
価
値
の
共
創
で
す
」

田
代
氏
が
言
う
「
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
」

は
、
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
が
２
０
５
０
年
ま

で
を
見
通
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
T
X
共

創
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
に
掲
げ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
連
携
の
姿
だ
。
住
民
・
乗
客
、

開
発
事
業
者
、
国
・
自
治
体
、
教
育
・
研
究

機
関
、
他
交
通
事
業
者
な
ど
と
「
環
」
を
つ

く
る
よ
う
に
「
共
創
」
し
、「
コ
ラ
ボ
型
未

来
創
造
で
社
会
を
リ
ー
ド
」
す
る
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

「
２
０
２
５
年
に
開
業
20
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
や
社
会
の
方
に
愛
さ
れ

る
鉄
道
と
し
て
進
化
を
つ
づ
け
、
皆
さ
ま
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、『
ま
ち
』
の
進
化

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
想
い
で

私
ど
も
は
T
X
コ
ラ
ボ
リ
ン
グ
を
つ
く
り

ま
し
た
」

予
想
で
き
る
未
来
の
状
況
を
見
据
え
、
地

域
に
お
け
る
連
携
で
沿
線
の
未
来
を
創
造
し

て
い
く
。
２
０
５
０
年
頃
、
T
X
沿
線
の

ま
ち
の
姿
は
ど
う
映
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

❻柏の葉キャンパス駅近くの高架下にある「柏の葉かけだし横丁」。❼柏の葉のまちづくりを進めるための 「公・
民・学」の連携拠点 UDCK。❽日本百名山に数えられる筑波山。アクセスにはつくばエクスプレスが便利。❾
流山おおたかの森駅近くの高架下にある緑豊かなボタニカルパーク「グリーンパス」。❿つくば駅前のつくばセ
ンターからは筑波山に向かうバスが発着している。

❻

❼❾❿

経営企画部 
経営戦略課長

田代 圭佑
Keisuke TASHIRO

❽
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日本民営鉄道協会のMVVおよびロゴマークが決定！！

時事地域交通シンポジウム2026@富山に参加！！
～富山県の持続可能な地域交通を目指して～

日 本 民 営 鉄 道 協 会 の
MVV およびロゴマークが
決定しました。これまでの
経緯としては、協会の運営
改革の一環として、協会の
発信力強化等を通じ協会
のプレゼンスの向上を進め
る見地から、協会の使命や
存在意義（M：ミッション）、中長期的に向かうべき目標やステージ
のあり様（V：ビジョン）、協会会員の共通の行動指針（V：バリュー）
を定めること、加えて、MVV に合わせてロゴマークを制定していくと
いう方針を昨年 10 月の総会で討議し、その方向で取り組むこととさ
れました。

それを受けて、それらの審議のために、総務委員会に設置した「発
信力強化等プレゼンス向上部会」において、MVV とロゴマークのある
べき内容、具体案を審議のうえ、2026 年 5 月の総会において、決定
したものです。

ロゴは３色のアーチと鉄道を組み合わせたデザイン。大きく流れる
アーチはそれ自体サステナブルの流れや未来への大きな展望をイメー
ジさせる形状としました。色分けには信号をモチーフに「安全、安心、
安定」「観光、まちづくり、環境」「環境、人、インフラ」などをもイメージ。
車両の色については公式キャラクター「ミーカちゃん」との組み合わ
せを意識しています。誰が見てもわかる造形、単色黒でも同一性を保
持できるグラデーションなしの色彩で再現いたしました。

M（ミッション）
『これからも　移動とくらしに　「みんてつ」を』

～民営鉄道の英知と活力を結集し、安全で持続可能

な交通を支え、豊かな未来の創造に挑み続けます～

V（ビジョン）
『進化し続ける鉄道を軸に　次なるステージへ』

～快適な移動を通じ、沿線地域と社会の活力ある発

展を目指します～

V（バリュー）
・安全・安心・安定の堅持

・的確な情報発信と適切な働きかけ

・地域を支える関係者との積極的な対話・連携

・先取りの精神と前向きで柔軟な対応

2026 年 8 月 26 日、富山県において時事地域交通シンポジウム 2026 が開催されました。
青森県に続いて、２回目のシンポジウムとなり、当協会が後援・協賛するとともに、羽尾

一郎理事長が「全国の民鉄が直面する課題と取組」をテーマに基調講演を行いました。
講演では、伸びない需要の中、コ

スト高や人材確保難にあり、さらに
安全・防災・老朽化対策等を求めら
れる地方民鉄の現況と課題、現在の
取組などを概観しました。講演の後

「『移動の質』が変える富山の未来～
DX とデザイン、そして行政の役割～」
をテーマに、パネルディスカッショ
ンを行いました。

1

2

講演する羽尾理事長

Mintetsu Information
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入賞作品紹介� 70〜75P

2026年度 人材確保セミナー開催（7月28日、30日）
人材確保支援チーム（労務・人材部、運輸部、技術部の三部の連携により設置）主

導のもと、7 月 28 日と 30 日に、2026 年度第 1 回・第 2 回人材確保セミナーを民鉄
協会議室で開催し（対面参加およびオンライン参加の併用）、延べ 91 名にご参加いた
だきました。

1 日目、２日目ともに 3 テーマ、計６テーマを取り上げ、各回に専門分野の講師を
招き、講演をしていただきました。

協会では、少子化や人口減少の進展に伴い、鉄道業界においても人材確保が重要な
経営課題となっていることを踏まえ、人材確保支援の一環として、会員各社への情報
提供や課題共有に取り組んでいます。昨年度は外国人材の活用をテーマとしたセミナー
を計 3 回開催し、多くの会員各社にご参加いただくとともに、外国人材の受入れ制度
や先行事例に関する情報共有を行いました。

一方で、人材不足への対応策は外国人材の活用に限られるものではなく、退職予定
自衛官の活用や海外における鉄道人材育成機関との連携など、多様な人材確保策を検
討していくことが重要となっています。また、協会としても昨年 3 月に国土交通省及
び防衛省と連携し、「鉄道事業等及び自衛隊における人材確保の取組に係る申合せ」を
締結するなど、会員各社の人材確保を支援するための新たな取組を進めています。

そこで、今年度は、「退職予定自衛官の活用」と「外国人材の活用」をテーマとする
ことで、国・内外からの人材確保に向けた総合的な人材確保セミナーといたしました。

『地方民鉄 旅ガイド～ふるさと鉄道の旅～』
（2026年度版）を無料配布中！！

日本民営鉄道協会のホームページから本書（データ版）をダウンロードできます。

保存版ガイドブック 『地方民鉄 旅ガイド～ふるさと鉄道の旅～』（2026 年度版）を無料
配布しています。 このガイドブックは、地方民鉄各社の沿線の魅力や観光情報、グルメ情
報などをコンパクトにわかりやすく紹介したもので、2008 年度に初版を刊行して以来、毎
年改訂を行いながら最新情報を提供しています。

今年度版の巻頭特集では、各社沿線の街並みや駅舎、車両など、どこか懐かしさを感じ
るレトロな地方民鉄の魅力を紹介する「レトロを訪ねる民鉄の旅」と各社の様々なデータ
を集めた「ちょっと気になる民鉄ベスト３」を取り上げ、更なる地方民鉄の魅力をお届け
しています。また、海外の方にもお楽しみいただけるよう、ホームページ上で英語・韓国語・
中国語ほか計９カ国語で閲覧いただけます。 これを機に、個性と魅力に溢れた「地方民鉄
の旅」をお楽しみください。

ご希望の方がいらっしゃいましたら、郵送にて配布も行っております。

詳しくは下記をご覧ください。

●冊子をご希望の方
320 円分の郵便切手を貼った返信用封筒（角型 4 号 197mm × 267mm 以上）を、「地方交

通部」にお送りください。無料で進呈します。なお、在庫がなくなり次第、配布を終了さ

せていただきます。

※２部以上をご希望の方はお手数ですが下記までお問い合わせください。

※表示の金額は（令和 8 年 7 月 20 日）現在のものです。

●宛先・お問い合わせ先
〒 102-0094　東京都千代田区紀尾井町３番６号紀尾井町パークビル６階

一般社団法人　日本民営鉄道協会　地方交通部

TEL：03（6371）1405

3

4

開会挨拶・羽尾理事長

第 1 回セミナーの様子

2026 年度版表紙デザイン

地方民鉄旅
ガイド（Web 版）

はこちら



MINTETSU AUTUMN 2026  28

迫
り
く
る
台
風
に
戦
々
恐
々
と
し
て
い
る
首
都

圏
を
抜
け
出
し
、
た
ど
り
着
い
た
富
山
駅
。

駅
周
辺
は
小
雨
ぱ
ら
つ
く
静
か
な
空
模
様
。
よ
か
っ

た
、
こ
れ
な
ら
十
分
沿
線
散
策
が
楽
し
め
る
。

天
守
内
で
学
ぶ
富
山
郷
土
史

富
山
地
方
鉄
道
の
富
山
駅
電
停
は
、
Ｊ
Ｒ
及
び
あ

い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
富
山
駅
舎
内
に
乗
り
入
れ
る

よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。
雨
に
濡
れ
ず
乗
り
換
え
が

で
き
て
、
と
て
も
便
利
。

城
下
町
に
来
た
の
な
ら
、
ま
ず
は
お
城
へ
。

１
両
編
成
の
ク
ラ
シ
カ
ル
な
路
面
電
車
に
乗
り
、

ガ
タ
ガ
タ
と
揺
ら
れ
る
こ
と
約
５
分
。
国
際
会
議
場

前
電
停
で
降
り
る
と
、
富と

山や
ま

城
じ
ょ
う

天て
ん

守し
ゅ

は
す
ぐ
目
の
前
。

天
守
と
言
っ
て
も
、
昭
和
の
時
代
に
博
覧
会
の
記

念
と
し
て
建
築
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
中
は

郷
土
の
歴
史
を
紹
介
す
る
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
。

展
示
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
富
山
城
は
豊
臣
秀
吉
に

よ
っ
て
壊
さ
れ
、
そ
の
後
、
富
山
藩
前
田
家
の
居
城

と
し
て
建
て
直
さ
れ
た
も
の
の
、
明
治
時
代
の
廃
城

令
で
取
り
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
ど
ん
な
天
守
を
持
つ

城
だ
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
天
守
が
あ
っ
た
の
か
も

わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
あ
る
天
守
は
、
犬
山
城
な
ど

現
存
天
守
を
参
考
に
造
ら
れ
た
も
の
だ
と
か
。

富
山
城
・
富
山
藩
の
歴
史
を
た
ど
り
、
最
上
階
の

天
守
展
望
台
に
上
が
る
。
４
階
建
て
な
の
で
、
さ
ほ

ど
高
さ
は
な
い
け
れ
ど
、
周
囲
に
広
が
る
市
街
地
が

見
渡
せ
る
。
路
面
電
車
が
走
っ
て
い
く
の
を
眺
め
て

か
ら
、
社
会
科
見
学
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
集
団
に

場
所
を
譲
ろ
う
と
し
た
と
き
、
建
物
の
間
に
黒
い
山

影
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。
立
山
連

峰
が
、
見
え
て
い
る
！　

こ
れ
は
急
が
な
く
て
は
。

立
山
連
峰
、
初
め
て
見
た

以
前
、
射い

水み
ず

市し

に
あ
る
海
越
し
に
立
山
連
峰
が
見

え
る
と
い
う
場
所
を
訪
れ
た
と
き
は
、
よ
く
晴
れ
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
影
も
形
も
見
え
な
か
っ
た
。

今
回
、
富
山
地
方
鉄
道
市
内
電
車
で
行
け
る
範
囲

で
、
立
山
連
峰
が
き
れ
い
に
見
え
る
場
所
を
事
前
に

教
え
て
も
ら
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
天
気
は
い
ま
ひ

と
つ
だ
し
、
靄も

や

や
霧き

り

が
立
ち
や
す
い
夏
だ
し
、
ま
ず

無
理
だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
た
。
で
も
、
少
し
で
も
見

え
る
な
ら
、
教
え
て
も
ら
っ
た
場
所
か
ら
見
た
い
。

城
址
公
園
を
小
走
り
に
横
切
り
、
丸
の
内
電
停
か

ら
富
山
大
学
前
電
停
行
き
に
乗
る
。
目
指
す
は
富
山

大
橋
の
上
。
立
山
連
峰
を
背
景
に
走
る
路
面
電
車
が

見
え
る
ら
し
い
。
立
山
連
峰
の
方
を
見
な
い
よ
う
、

あ
え
て
視
線
を
下
に
向
け
た
ま
ま
、
富
山
大
橋
を

渡
っ
て
す
ぐ
の
「
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
富
山
Ｇ
ス
ク

エ
ア
五
福
前
電
停
」
で
降
り
て
、
橋
の
上
に
戻
る
。

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
視
線
を
上
げ
、
橋
の
上
か
ら

街
中
心
部
の
方
を
見
る
と
、
立
山
連
峰
の
黒
い
山
並

み
が
、
屏

び
ょ
う

風ぶ

の
よ
う
に
街
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
想

像
以
上
に
山
が
近
い
。
残
雪
が
残
っ
て
い
る
の
も
見

て
と
れ
る
。
立
山
連
峰
、
初
め
て
見
た
。

も
ち
ろ
ん
、
観
光
サ
イ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
絶
景
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
い
。
美
し
い
立

山
連
峰
を
見
慣
れ
た
富
山
の
方
々
に
す
れ
ば
、「
立

山
連
峰
の
実
力
は
こ
ん
な
も
の
で
は
…
…
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
見
ら
れ
た
だ
け
で
、
十

分
。
立
山
連
峰
を
バ
ッ
ク
に
走
る
電
車
の
姿
を
写
真

に
収
め
終
わ
れ
ば
、
大
満
足
。

も
う
こ
の
後
、
大
雨
に
な
っ
て
も
文
句
は
な
い
。

け
れ
ど
、
気
づ
け
ば
小
雨
が
止
ん
で
い
る
。
も
し
か

し
た
ら
、
前
回
の
北
陸
旅
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

富山地方鉄道株式会社

南富山駅前電停から富山市内を
通り岩瀬浜駅まで、39 の電停の
間に６つのルートを運行する路
面電車。富山駅電停から岩瀬浜
駅までの区間は「富山港線」と
呼ばれ、途中で路面電車から鉄
道路線に切り替わる。

富山城天守。中
は「富山市郷土
博物館」になっ
ている。

北陸新幹線

岩瀬浜

東岩瀬
富山港展望台

富山駅

南富山駅前

丸の内 中町（西町北）
トヨタモビリティ富山
Gスクエア五福前

富山大学前

あいの風
とやま鉄道

岩瀬カナル会館
富山地方鉄道

市内電車
【とやまちほうてつどう 】しないでんしゃ

連  載

見
え
た
り
見
え
な
か
っ
た
り

気
ま
ぐ
れ
な
立
山
連
峰
を
探
し
て

富
山
の
街
を
右
往
左
往

歩
き
疲
れ
て
甘
味
を
求
め
れ
ば

衝
撃
の
地
元
グ
ル
メ
に
遭
遇

地地方方
民民鉄鉄

5050

紀紀行行
文・写真

松澤美穂
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海
越
し
の
立
山
連
峰
も
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
立

山
連
峰
を
眺
め
つ
つ
富
山
大
橋
を
歩
い
て
渡
り
、
富

山
湾
の
方
へ
向
か
う
べ
く
、
丸
の
内
電
停
に
戻
る
。

港
町
岩
瀬
で
旅
景
色
を
堪
能

丸
の
内
電
停
か
ら
岩
瀬
浜
行
き
の
電
車
に
乗
る
。

超
低
床
路
面
電
車
・
ポ
ー
ト
ラ
ム
は
ス
ー
ッ
と
滑
る

よ
う
に
走
り
、
富
山
駅
電
停
を
通
り
過
ぎ
て
し
ば
ら

く
す
る
と
路
面
電
車
か
ら
鉄
道
線
に
切
り
替
わ
る
。

グ
ッ
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
る
こ
と
約
20
分
。
終

点
・
岩
瀬
浜
駅
ま
で
行
か
ず
、
東
岩
瀬
駅
で
下
車
。

こ
こ
か
ら
岩
瀬
浜
駅
の
間
に
は
、
江
戸
時
代
に
北
前

船
で
栄
え
た
古
い
街
並
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。

瓦
か
わ
ら

屋や

根ね

に
出で

格ご
う

子し

を
備
え
た
か
つ
て
の
廻か

い

船せ
ん

問ど
ん

屋や

の
邸
宅
や
歴
史
あ
る
酒
造
店
、
料
亭
な
ど
が
立
ち

並
ぶ
。
古
民
家
や
蔵
を
改
築
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ

る
ら
し
い
。
景
観
を
守
る
た
め
、
郵
便
局
や
銀
行
も

日
本
家
屋
風
に
造
ら
れ
て
い
て
、
一
見
、
そ
れ
と
は

見
え
な
い
構
え
に
な
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

そ
ん
な
趣
あ
る
街
を
歩
き
抜
け
た
先
に
、
富
山
港

展
望
台
が
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
は
な
く
、
壁

に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
螺ら

旋せ
ん

階か
い

段だ
ん

を
上
る
し
か
な
い
。

高
さ
約
20
ｍ
分
の
階
段
を
頑
張
っ
て
上
る
と
、
小
さ

な
展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
、
富
山
湾
と
周
囲
の
街
が

よ
く
見
え
る
。
け
れ
ど
立
山
連
峰
は
、
い
つ
の
間
に

か
す
っ
か
り
雲
の
中
。
再
び
雨
も
降
り
出
し
た
の

で
、
海
越
し
の
立
山
連
峰
は
諦
め
て
岩
瀬
浜
駅
に
向

か
う
。

駅
に
向
か
う
途
中
に
は
、
観
光
情
報
な
ど
が
得
ら

れ
る
岩
瀬
カ
ナ
ル
会
館
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
船
で
、

富
山
駅
近
く
の
富
岩
運
河
環
水
公
園
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
運
河
ク
ル
ー
ズ
は
魅
力
的
だ
け
れ
ど
、

所
要
時
間
は
約
１
時
間
。
雨
も
降
っ
て
い
る
し
、
こ

こ
は
時
間
優
先
で
富
山
港
線
を
選
択
。

魅
惑
の
富
山
グ
ル
メ
を
ク
ー
ポ
ン
で

富
山
市
街
地
に
戻
っ
て
ど
こ
に
行
こ
う
。
電
車
の

中
で
地
図
を
広
げ
、
ま
だ
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て
い
な

い
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
散
策
開
始
前
に
購
入
し
た

「
ぐ
る
っ
と
グ
ル
メ
ぐ
り
ク
ー
ポ
ン
」
に
は
、
市
内

電
車
の
一
日
乗
車
券
に
加
え
、
協
力
店
で
、
ま
す
の

寿
司
や
和
菓
子
等
と
交
換
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
が
２
枚

付
い
て
い
る
。
ク
ー
ポ
ン
は
翌
日
ま
で
使
え
る
と
は

い
え
、
ま
す
の
寿
司
は
売
り
切
れ
が
早
い
と
注
意
書

き
が
。
す
っ
か
り
出
遅
れ
た
。
売
り
切
れ
の
可
能
性

が
あ
る
ま
す
の
寿
司
は
諦
め
て
、
ち
ょ
っ
と
歩
き
疲

れ
た
し
、
何
か
甘
い
も
の
と
交
換
し
よ
う
。

中
町
電
停
で
降
り
て
、「
あ
や
め
団
子
」
と
引
き

換
え
ら
れ
る
石
谷
も
ち
や
へ
。
ク
ー
ポ
ン
１
枚
で
お

団
子
２
本
と
引
き
換
え
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
さ
っ
そ
く
か
じ
り
つ
く
。

こ
れ
は
お
団
子
？　

飲
め
る
く
ら
い
に
柔
ら
か

い
。
決
し
て
小
ぶ
り
で
は
な
い
、
普
通
サ
イ
ズ
の
お

団
子
２
本
が
瞬
く
間
に
消
え
て
な
く
な
る
。
こ
の
美

味
し
さ
を
お
土
産
に
し
て
共
有
し
た
い
。
当
日
中
な

ら
、
柔
ら
か
さ
を
保
っ
た
ま
ま
で
食
べ
て
も
ら
え
る

は
ず
。
富
山
を
離
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
間
際
に
、
絶
対
、

こ
れ
を
買
っ
て
帰
る
、
と
心
に
決
め
る
。

と
な
れ
ば
、
も
う
１
枚
の
ク
ー
ポ
ン
は
お
土
産
分

を
買
う
足
し
に
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
今
、
こ
れ
以
上

食
べ
た
ら
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

「
も
う
ち
ょ
っ
と
食
べ
た
い
」
で
止
め
て
お
く
の
が

ベ
ス
ト
。
わ
か
っ
て
る
、
わ
か
っ
て
る
け
ど
…
…
富

山
城
下
に
個
人
的
魅
惑
の
味
発
見
。

運河クルーズが発着する富岩運河環水公園。園内には某コーヒー
チェーンの「世界一美しい」と評される店舗がある。

上／左側についていたクーポン２枚は、両方「あ
やめ団子」に引き換え。左／「あやめ団子」は黒糖
の蜜が絡んでいる。お団子とは思えない柔らかさ。

富山大橋の上
から見た、立
山連峰をバッ
クに走る路面
電車。

右／古い廻船問
屋の邸宅。登録
有 形 文 化 財 に
なっている。
左／富山湾展望
台は、地元の金

こ

刀
と

毘
ひ

羅
ら

社の常夜
灯の形を模して
いるとか。
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も
う
半
世
紀
も
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は

高
校
生
の
頃
に
、
趣
味
で
関
東
の
終
着
駅
巡
り
を

し
て
い
た
。
そ
の
旅
で
３
番
目
に
訪
れ
た
駅
が

上か
ず
さ総

中な
か

野の

駅
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
社
寺
巡
り
の
た

め
、
小こ

湊み
な
と

鐵
道
を
度
々
利
用
し
て
き
た
が
、
終
着

駅
ま
で
乗
車
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
上
総

中
野
駅
を
訪
れ
る
の
は
そ
の
時
以
来
で
あ
る
。

小
湊
鐵
道
の
開
業
は
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年

３
月
７
日
に
遡

さ
か
の
ぼる
。
五ご

井い

～
里さ

と

見み

間
、
25
・
７
㎞

で
の
開
業
で
、
上
総
中
野
に
至
る
全
線
が
開
通
し

た
の
は
昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
の
こ
と
だ
。

小
湊
鐵
道
は
五
井
か
ら
安あ

房わ

小こ

湊み
な
と

（
現
・
鴨
川

市
小
湊
）
に
至
る
路
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
小

湊
は
日に

ち

蓮れ
ん

宗し
ゅ
う

開
祖
・
日
蓮
が
生
ま
れ
た
地
で
、
生

家
跡
に
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
誕た

ん

生じ
ょ
う

寺じ

が
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
く
の
観
光
客
や
信
者
が
訪
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
当
時
の
小
湊
に
鉄
道
は
通
っ
て
お
ら

ず
、
乗
合
自
動
車
を
使
う
か
、
汽
船
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
加
え
、

内
房
と
外
房
を
結
ぶ
交
通
路
整
備
の
観
点
か
ら

も
、
鉄
路
の
開
通
が
望
ま
れ
て
い
た
。

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
五
井
～
小こ

湊み
な
と

間
の

鉄
道
敷
設
免
許
の
認
可
が
下
り
、
大
正
６
年
（
１

９
１
７
）に
は
小
湊
鐵
道
株
式
会
社
が
発
足
し
た
。

五
井
～
上
総
中
野
の
工
事
は
順
調
に
進
み
開
業

に
至
っ
た
が
、
上
総
中
野
か
ら
先
、
小
湊
に
至
る

工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
。
外
房
の
大
原

か
ら
上
総
中
野
を
結
ぶ
国
鉄
木き

原は
ら

線せ
ん

（
現
・
い
す

み
鉄
道
）
の
敷
設
や
、
房
総
線
（
現
・
外
房
線
）

房
総
半
島
横
断
の

夢
を
追
っ
て

上養老橋デッキから見た上り列車走行の様子。

民
営
鉄
道
の

起
源
を
訪
ね
て

鉄
路
は
何
を
目
指
し
た
か

連
載

第
17
回千葉県

小湊鐵道
小湊鉄道線
文・渋谷申博
text by Nobuhiro SHIBUYA
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しぶやのぶひろ
1960 年、東京生まれ。早稲田大学卒。日本宗教史研究家。主な著作に『成り立ちや教えがわかればもっと興味深い！   
密教の教科書』（ナツメ社）、『聖地鉄道めぐり』（GB）、『トホホな日本人物伝』（時事通信社）ほかがある。

小湊鐵道と JR 東日本の共同使用駅。小湊鐵道の始発駅で
あり、JR 内房線の駅でもある。写真の左上に見えているの
が小湊鐵道のホームと車両。

光風台団地の造成
に 合 わ せ て 昭 和
51（1976）年に開
業した、小湊鐵道
で は 一 番 新 し い
駅。国登録有形文
化財の第一養老川
橋梁が眺められる
上養老橋デッキも
近い。

小湊鐵道直営のカフェスペース
併設の待合室。鉄道やバスの出
発待ちや待ち合わせに利用でき
る。安全第一カレーなどフード
メニューも充実。

白鳳 2（662）年創建と伝わる古社。古くより縁結
び・安産・子育ての霊験で有名。現在の社殿は享保
12（1727）年に再建されたもの。

養老川の氾濫予防と水源開発のために建設された高
滝ダムのダム湖。平成 2（1990）年に完成。周辺には
美術館やグランピングなどの宿泊施設などがある。

昭和 3（1928）年の開業当時は朝生原駅
といった。昭和 29 年に現駅名に変更。
養老渓谷温泉郷などの観光地への玄関
口。駅周辺を森に戻す逆開発が進行中。

小湊鐵道の終着駅。五井駅からの営業キロは 39.1 キロ
メートル。いすみ鉄道いすみ線の接続駅となっている。
小湊鐵道で唯一、市原市ではなく大

おお

多
た

喜
き

町
まち

にある駅。

が
開
通
し
て
小
湊
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
た

こ
と
等
が
要
因
と
な
り
、
上
総
中
野
～
小
湊
の
開

通
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
だ
。

今
回
の
旅
は
、
五
井
駅
で
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券

を
買
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
五
井
は
上か

ず

総さ
の

国く
に

の

中
心
地
だ
っ
た
場
所
で
、
国
分
寺
の
ほ
か
役
所
な

ど
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
車
窓
か
ら
住

宅
地
と
農
地
が
入
り
交
じ
る
風
景
を
眺
め
つ
つ
、

当
時
の
五
井
を
想
像
す
る
の
は
楽
し
い
。

沿
線
に
は
、
ほ
か
に
も
歴
史
や
物
語
に
関
わ
る

名
所
が
あ
り
、
途
中
下
車
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ

る
が
、
ま
ず
は
上
総
中
野
駅
を
目
指
す
。

小
湊
鐵
道
の
駅
に
は
開
業
当
時
の
建
造
物
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
10
の
駅
舎
の
ほ
か
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

・
隧ず

い

道ど
う

（
ト
ン
ネ
ル
）・
機
関
庫
な
ど
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

上
総
中
野
駅
に
到
着
す
る
と
、
駅
舎
は
建
て
替

え
ら
れ
て
い
た
が
、
ホ
ー
ム
か
ら
見
た
景
色
は
半

世
紀
前
の
記
憶
と
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
慨
に
浸
っ
た
。

懐
か
し
い
気
持
ち
は
養よ

う

老ろ
う

渓け
い

谷こ
く

駅
で
よ
り
高

ま
っ
た
。
駅
前
広
場
の
様
子
は
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
い
た
が
、
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
は
現
在

も
開
業
当
時
の
ま
ま
だ
。

そ
の
後
巡
っ
た
、日
本
の
観
光
地
の
原
風
景
と
い

い
た
く
な
る
よ
う
な
養
老
渓
谷
温
泉
や
、広
々
と
し

た
高た

か

滝た
き

湖こ

、
千
年
を
超
え
る
歴
史
を
も
つ
高た

か

瀧た
き

神じ
ん

社じ
ゃ

も
印
象
的
だ
っ
た
が
、
光こ

う

風ふ
う

台だ
い

駅
周
辺
も
沿
線

開
発
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
か
っ
た
。

旅
の
終
わ
り
は
五
井
駅
前
の
「
こ
み
な
と
待
合

室
」
へ
。
小
湊
鐵
道
の
会
議
室
を
改
装
し
た
と
い

う
店
内
で
小
腹
を
満
た
し
、
帰
路
に
つ
い
た
。

養老川によって形成された渓谷で夷隅郡大滝町から市原市
朝生原にわたって続く。渓谷沿いには養老渓谷温泉郷があ
る。写真中央の橋は出世観音立國寺の参道。

小湊鉄道株式会社
Kominato Railway Co., Ltd.

設　　　立　�1917 年（大正 6年）5月19日
本社所在地　千葉県市原市五井中央東一丁目１‒２
小湊鐵道線　五井駅～上総中野駅（39.1㎞）
https://www.kominato.co.jp

小湊鉄道線 路線図

光風台駅 こみなと待合室

養老渓谷駅

上総中野駅

高滝湖

高瀧神社

養老渓谷

五井駅



●表紙写真／上「南海難波駅前」、下右「丹生川橋梁を走行する GRAN 天
空」、下左「通天閣（NANKAI グループ）」
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